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Ｑちゃんのフォトレポート

ίϩφՒで主任技術者ݧࢼΛ࣮ࢪʂ　ײછରࡦΛపఈ͠ײછ者θϩʂ

当財団では、新型コロナウイルス感染症がྲྀ行
する中に͓いても、給水装置工事主任技術者ݧࢼ
のࢦ定ؔػݧࢼとしてのをՌたすべく、会
֬อにຉするとともに、ؔ౦地۠Ҏ֎にग़く財
団の全৬һに1$3検ࠪを受検させ、ӄੑであるこ
とを֬ೝした্でݣするなど、事લと当日の感染
症ରࡦにສ全を期し、10月25日に令和2年度
のݧࢼを実施いたしました。
11,238໊が受ݧされましたが、受ݧ者ならび
にݧࢼӡӦのؔ者から新型コロナウイルス感染
症のཅੑ者・ೱް৮者は発ੜして͓らͣ、ݧࢼ
をແ事にऴえることができました。

1$3検ࠪΩοτΛߪೖ͠ɺؔ౦地区Ҏ֎ʹग़͘શ職
員͕ӄੑͰ͋Δ͜ͱΛ֬ೝ

ྫ年ͱҟͳΔ会場Λ֬อ͠ （ͨ大ࡕ会場ɿ"5$ホール）

αーϞάラϑΟーͰ検Թ（広島会場） ඇ৮ܕ体Թܭ用（౦京会場）

ड験者同࢜ͷִؒΛۭ͚ΔΑ͏ʹ੮Λ配置（ԭೄ会場）
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Ｑちゃんのフォトレポート

主任技術者研修 現地研修会　昨年度比約2倍の1,751人が受講

配管技能検定会　17府県・17カ所で開催

水道法施行規則36条の2項で示
された「適切に作業を行うことがで
きる技能を有する者」を養成するた
め、当財団が実施している給水装置
工事配管技能検定会は7月5日の奈
良県での開催を皮切りに、11月末
までに17府県・17カ所で開催し、
890人が受検しています。新型コロ
ナウイルス感染症の影響を受け、例
年開催していた都県で開催が中止に
なったケースもある一方、予定して
いなかった府県で開催されるなど、
検定会はますます広がりを見せてい
ます。

富山県富山市Ͱ߱Ӎͷ中Ͱ։࠵

当財団は令和元年7月からこれま
で発行してきた技術者証の有効期間
を5年とするとともに、技術者証の
更新に際して、給水装置工事主任技
術者に受講していただく全国統一的
な新たなeラーニング研修及び現地
研修会を開始しました。今年度の現
地研修会は7月14日の茨城県水戸
市を皮切りに、11月末までに延べ
11県・17カ所で開催し、1,751人
が受講しています。すでに昨年度の
受講者数の868人と比較してほぼ倍
増していることに加え、すでに6県・
8カ所での開催が決まっています。

宮崎県都城市Ͱ ��人͕डߨ
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ࣄਫஔڅ
ਫಓαʔϏεͷόϩϝʔλ

಄ॴײ

ஂࡒڵज़ৼٕࣄ水څ（ࡒެ）
ཧࣄ　ᚸฑ　ହج

水ಓ๏がվਖ਼され、水ಓαーϏスの有り様は
มわりつつ有る。ಓݝϨϕルであるものの、
水ಓαーϏスの有り様を၆ᛌして、Ҭ連携を
前ఏとした水ಓ関係者のコϯセϯαスのもと水
ಓج൫ڧ化ܭըを策定するಈきがጚጓされるよ
うになってきている。
水ಓ関係者とは、ࢢொଜ水ಓ事ۀ者のみで

なく、当વのことながら水ಓར༻者があっての
水ಓαーϏスであり、それを۩ମతに୲ってい
る給水ખから水ಓ水ݯまでのຽの関係者に
までٴんでいる。水ಓαーϏスの質はऄޱから
の水ಓ水の質でஅされ、水ಓ๏ 1� で水ಓར
༻者は水質給水装置のࠪݕをٻできること
とされ、水ಓ事ۀ者はそのٻに応えなければ
ならないとされている。水ಓ๏で定める水質ج
४がੈքతにみて高Ϩϕルなج४であるのは、
をݯࢿでᔻཆされた水ࠃ水໌とよばれるࢵࢁ
、し༺׆水として、ϋイϨϕルなড়水技術をݪ
質ཧが徹底されたࢿ機ࡐを༻し、それら
をۦする技術者を༴しているからである。事
実、水ಓ水の水質݁ࠪݕ果は水質ج४の 10ˋ
ఔ度のが報ࠂされている事ྫがѹతに多
い。水ಓར༻者は、ຖ日っている水ಓ水にҧ
和感を感じるかどうかで、水ಓαーϏスをମ感
しているのである。
ऄޱからग़てくる水ಓ水が、水ಓར༻者の水
ಓαーϏスのόロϝータとされているとすれば、
水ಓར༻者とのڑが近いほど、その責務
の重たさはܭりれないことになる。まさに、
給水装置工事主任技術者と指定給水装置工事事

、者のׂは重େである。水ಓ๏のվਖ਼によりۀ
5年ごとに指定給水装置工事事ۀ者の指定のߋ
新がٛ務化され、給水装置工事主任技術者が給
水装置工事に係る技術のਐาม化に対応で
きるような࣋続తなݚमを受けることとなった。
また、水ಓ事ۀମは、؆қ水ಓ事ۀମをؚ

め、水ಓ࢈ࢿாを࡞することがٛ務けら
れた。これまではେ・中ن水ಓ事ۀମでは水
ಓ࢈ࢿாがඋされてདྷたが、খن水ಓ事
の࢈ࢿମにまでٛ務化されたのである。水ಓۀ
�0ˋは࿏施ઃであるとされている。খن水
ಓ事ۀମの৬һはۃগ数であり、࿏施ઃの
උ・保क・मસのほとんどはҬの指定給水装
置工事事ۀ者が行っている。水ಓαーϏスをҡ
・ாのඋと保क࢈ࢿ上するために水ಓ・࣋
ཧۀ務はܽかすことがग़དྷないのであるか
ら、給水装置工事に携わる関係者が関わる意ٛ
はඇৗにେきい。
令和ݩ年度のॅண工ށ数は �0ສށといわ

れている。গࢠ高ྸ化ࣾ会Ҡ行するӨڹを受
けてॅண工ށ数はݮগの్をたどるとされて
おり、給水装置工事のݮগにも᷷がると言わ͟
るをಘない。新たな給水装置工事がݮগしたと
しても、ՃՁを有する給水装置工事を考え
なければならないであろう。さらには、�50 ສ
給水ઃඋ対策༺ෆظにの΅るۭきՈでのށ
のための技術։発は急務であり、水ಓքが一ମ
となってそのための行財తなٞもあわせて
ల։される時に入ったのである。
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水८Γࣉࠃ
໌߂　ถݹ
東京大学大学院工学ڀݚܥ科ڭत

略歴
ত和59年3月　　　東京大学大学院工学ڀݚܥ科都市工学専߈ത士՝ఔमྃ
ত和59年4月Ҏ߱　	東北大学工学部ॿख、九州大学工学部ॿख・ॿڭत、ҵ大学工学部ॿڭत	

東京大学大学院工学ڀݚܥ科ॿڭतをྺ
ฏ10年6月　　　東京大学大学院工学ڀݚܥ科ڭत 都市工学専߈

している。௨ॅࡏにۼ౦࿀ϲࢢࣉࠃ、ࡏݱ
にはかなりの時ؒを要するが、方ҭͪのࣗۈ
には、も多くありॅΉにはྑい場ॴで気に入っ
ている。すでに、引っӽしから1�年ؒが過͗た。
ৼりฦれば 2004（ฏ1�）年 4月のཱࠃେֶ๏ਓ
化に伴い、ެ務һからେֶ๏ਓ৬һとなったこと
で、当時入ډしていたਿฒ۠の財務লެ務һ合
同॓ࣷからのୀ去のՄ性がग़てきた。そこで、
உのେֶ入試が本格化する前にと引っӽし先࣍
を୳し࢝め、中ԝઢԊઢのେنৡϚϯγϣ
ϯ։発を見つけた。そして、その年の 12月のפ
い中にࠃࣉ引っӽしをした。
引っӽしޙしばらくして、水ಓ水をඒຯしく感

じたのを֮えている。ࠃࢢࣉの水ಓをௐべた
ところ、౦ଜࢁড়水場からの水ಓ水のڙ給を受
け、ࢢ内のড়水ॴでݩのԼ水をՃえて水
されているとった。ઐతには、རࠜ・ߥ
水ܥと多ຎ水ܥの྆方のݪ水を౦ଜࢁড়水
場でॲཧしてૹ水され、Լ水とϒϨϯυされ
ている。当時のਿฒ۠Ԯۼの水ಓ水は、ேբড়
水場だけからڙ給されており、Լ水ϒϨϯυ

によるࠃࣉの水ಓ水にؚまれるϛωϥルの
高さを感できたのであろうか。さらにௐべると、
ேբড়水場の高度ড়水施ઃ（ୈ一ظɿ施ઃ力
のఔ度）が 2004（ฏ 1�）年 11 月であ
ることから、当時はまだඒຯしい౦ژ水をԮۼ
にはڙ給できていなかったものとࢥわれる。
昨年の 4月以降、ࠃࣉでのࡏۈ務が増え

Φϯϥイϯٛߨをしている。新型コロナウイル
ス感染症の対応である。௨ۈ回数がݮりڭஃ
でのٛߨもなくなったことがӨڹしてか、ि
のϥϯχϯάఔ度ではମ重増Ճにࣃ止めが
きかなかった。以前からࣗपลのࢄ策をして
いたが、Նごろから意ࣝతにาき回るようにし
ている。վめて、ࠃࣉपลの水に関わる໊ॴ
を८り、そのཧ解をਂめる機会をಘた。そこで、
本ߘではその果を紹介したい。
まず、水とに࠼られた文化ࢢとしてେきく
ඈ༂している（ϗーϜページによる）ࠃࢢࣉを
紹介する。ट近߫にあってଂの面Өをす
ॅࢢで、そのほとんどはଂ段ٰ上のฏୱ
であるが、段ٰのೆにࠃ֑ࣉઢを有してい

ࣸਅ1　�日立中央研ڀ所ෑ地ͷ大（2�1�（令和ݩ）年11݄1�日ࡱӨ）
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る。֑はϋέとݺばれ、ϋέԼ֤ॴからの๛かな
༙き水がにいでいる。のྲྀݯはごଘ
の方もډられるかもしれないが、日ཱ中ԝڀݚॴ
のෑ内にあるେである。もともとڀݚॴのෑ
はࣗવを׆かしたผであり、そのఉԂがय़
とळに一ൠެ։されている。しかし、今年はコロ
ナ禍でެ։中止となった。ࣸਅ1は、201�（令和ݩ）
年ळのެ։時にࡱӨしたେであり、ࠃࣉӺ前
の再։発に伴いݐઃされたタϫϚϯも見えている。
ࣗવ形である֑ઢࣼ面のथྛ、Ҳれる
༙き水がѪされて、ࠃࣉには多くのผがかつ
てཱしていた。その表格は఼ཱϲ୩ެށԂ
であり、༙水と段ٰの֑にできた୩をみにར
༻した「回༡ࣜྛઘఉԂ」である。なお、ここは
のผとしてඋさࢯޱߐとなるࡋのຬమ෭૯ޙ
れ、ࡾඛ財ൊの࡚ؠՈのผఛとなったものである。
ࣸਅ 2は、数寄࡞り෩のࣨであるߚ༿から
のγϣットである。ͪ なみに一ൠ入場ྉは150ԁで、
以上はࡀ�5 70ԁである。ંق࢛ʑのՖ؍ܠを
ָしΉことができるおקめスϙットである。
の࢟に紹介しなければいけないのは、真࣍

をはじめとする֑ઢԼの༙水܈である。「おୋの
ಓ」と合わせたڥのྑさをධՁされ、ڥল
બ定໊水ඦબのͻとつとしてબばれ、ಓԊいの
֗ฒみとともに、ࠃࣉを表する໊ॴとして
しまれている。पลはख入れの行きಧいた
の中にありながらඒし֗ࢢ、ྛにғまれࡶ

ࣸਅ2　�都立఼ϲ୩ށ公Ԃͷߚ葉͔Β�
（2�1�（ฏ2�）年11݄�日ࡱӨ）

い؍ܠがっており、「౦ژの໊༙水 57�બ」に
もબばれている。֑ઢԼの༙水は֑にԊってྲྀ
れ、さきほどのにいでいる。
水८りの最ޙに、࢟見のを紹介したい。こ

のは、かつてはपลの༙水とଂにᕲ
ᕱ༻水をఏڙした࿀ϲۼ༻水（ۄ上水の水）
により๛かな水を୷えていたが、पลの化
ਐలなどによりྲྀれ込Ή水がݮり続け、ত和 40
年にいったんຒめཱてられফ໓した。しかし、
に指定「見の保શҬ࢟ࣉࠃ」はࡏݱ
され、ଂઢトϯωルの༙水を主な水ݯとし
て෮ݩされた。࿀ϲۼ༻水のルートにԊってಋ
水がෑઃされに水ががれている。पลの
ࣗવ保ޢもੵۃతに行われている。िには
たͪがβϦΨڙࢠのՈ連れも多く、Նにはݩ
χりにڵじている࢟をみることができ、৺が和
Ή場ॴである。の水はさほどきれいではない
ものの、ങいついでにาくルートの一つである。
ࣸਅ �は、࢟見のにおけるコイと水ௗのڝԋ
とपลಓ࿏にࡏࢄする「༙水」Ϛϯϗールである。
以上、ࠃࣉपลの水८りを紹介させても

らったが、最近ग़かけたところとして、୩保ఱ
ຬٶからཱ֑ઢにԊってาくルートもなかな
かັ力であった。また、ஆかくなれば、ࠃࣉ
पลだけでなく、ཱࠃཱ、そしてۄ上水
ಓԊいのࢄ策をしたいと考えている。

ࣸਅ�　ݟ࢟�ͷͱʮ༙水ʯϚンホール�
（2�2�（令和2）年�݄11日ࡱӨ）
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当財団は令和2年4月、「給水装置工事技術指針2020」を発刊した。本指針は、ॳ

൛となるฏ�年発刊の「給水装置のߏٴびࡐ質のج४」、同ॻを関係๏令֤छ

定のվ定に合わせてमਖ਼し、3刷�൛を重Ͷた前ॻ「վగ　給水装置工事技術指針」ن

を7年Ϳりにվగしたもの。چ指針が発刊されたޙの水ಓ๏վਖ਼をはじめとする๏

੍度のมભ、給水装置に関わる技術తਐาに対応しているほか、ਤの3%化・Χϥー

化によるࢹೝ性のվળ、施工写真のΧϥー化によるわかりすさの上をਤっている。

本特集では、給水装置工事技術指針のվగにணखしたഎܠվగまでのܦ過、主

なվగ、վగに当たりྀ・ۤ࿑したにՃえ、今ޙの同財団の事ۀなどについ

て解આするとともに、給水装置工事技術指針վగҕһ会のԬҕһをはじめ、ҕ

һの皆様にコϝϯトを寄せていただいた。今号は前号に続きվగҕһ会ҕһの皆様

のコϝϯトにՃえ、ୈ5ฤ以降の主なվగなどを掲載する。

給水装置工事技術指針
2020
ー後編ー
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4ɽ֤ฤͷओͳվగ༰
（�）第 �ฤ　給水装置工事法
関連する๏令文およびその解આを記載し、給
水装置の化、ࢲಓ内給水のඋに係る記
ड़の記を行ったほか、給水取ग़しྫ
の水ಓ給水༻ϙϦエνϨϯのՃ、ذઠ
工ఔにおいて、水ಓ給水༻ϙϦエνϨϯを
Ճするなどの見しおよび取ۀ࡞写真のम
ਖ਼・Ճ（水ખ、水&'αυルとׂ5字）
をਤった（ਤ 1）。
また、近年新ஙの集合ॅに多く࠾༻されてい
るϝーターϢχットに関する内容も充実させた。
さらに、給水のຒઃਂさと༻Ґ置に関す
る内容工事においては、ݐ内工事
の内容をਤྫもՃし充実させたほか
（ਤ 、質がҟなる給水の接合ྫを見しࡐ、（2
水ಓ給水༻ϙϦエνϨϯをՃし、ଠ陽ར
༻給౬γスςϜの取ѻいなどを記した。
そのほか、ࢀ考として給水装置のߋ生工事を
記するとともに、新たに給水装置をഇ止する
。のఫ去工事を߲目としてՃしたࡍ

（�）第 �ฤ　給水装置施工管理法
上Լ水ಓ工事における࿑ಇࡂのࢮࡂ૯

݅数をฏ 2� 年度までの 10 年ؒのσータにߋ
新したほか、給水装置工事の工ఔྫに関するྲྀ
れਤを実態にଈしてमਖ਼した。
また、「ݐઃ工事ެऺࡂ防止対策要ߝ工

事ฤ」（ൈਮ）について最新のվਖ਼内容にߋ新し
た上で本ฤからࢿྉฤに、ݐઃۀ๏࿑ಇ҆શ
๏に関する内容について、ୈ �ฤ　給水装置
工事事務にそれͧれ掲載場ॴをมߋした。
さらに、事ނ防止のج本事߲として、施工中

に༧ظせ͵ཧ者ෆ໌のԼຒઃが発見され
た場合の対ॲ๏、近年多発している中症༧
防のମௐཧについて記したほか、ަ௨保
҆対策ではं྆௨行止め੍نでの工事における
保҆施ઃઃ置ྫਤをՃした。

（�）第 �ฤ　給水装置ܭը
給水装置のج本ܭըをཱてる上でのௐ߲ࠪ目

のうͪ、受水૧ࣜの場合のௐࠪ（確ೝ）場ॴを
実態に合わせてมߋしたほか、受水૧ࣜのద༻
݅として有ಟༀを༻する工場が֘当す
るが、その有ಟༀについて۩ମతに記載した。
また、ਤ面࡞における給水のछの表ࣔ

記号について、新نに水ಓ給水༻ϙϦエνϨϯ

ʢެࡒʣڅਫٕࣄज़ৼٕ�ஂࡒڵज़։ൃ෦

ղઆɹڅਫஔٕࣄज़ࢦ����ʢޙฤʣ

ਤ 2　ू合ॅͷఱҪ配管ਤྫ

ਤ 1　αυル水ખऔ࡞業工ఔͷࣸਅྫ
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ಛɹू 給水装置ٕࣄज़ࢦ ����

をՃするとともに、今ޙ༻されることの
ないੴ໖セϝϯトを除した。
さらに、ਤ面࡞上の意事߲として、ਤ面
者ごとに定められていۀの取ѻいが水ಓ事࡞
ることから、確ೝの上で࡞するよう記載した
ほか、止水ખ水ખの本ॻでのਤの表ࣔを౷一
し、ಈ水ޯઢਤの一෦मਖ਼を行った。
そのほか、給水装置工事ਤ面ྫを新たに࡞
しࠩしସえたことで、特にϔッμーのਤを
わかりすくվળをਤった。

（�）第 �ฤ　給水装置工事事
४๏のجஙݐ、๏、࿑ಇ҆શӴ生๏ۀઃݐ
内容について、ୈ �ฤからୈ �ฤにҠして記載
内容をେ෯に拡充し、おさえておきたいݐஙઃ
උ関連の情報を充実させた。
また、ୈ 2ฤに記載していた給水装置工事主
任技術者に関する記ड़のେ෦について、ୈ �
ฤに౷合して記載した。これに伴い新نに߲目
として給水装置工事にै事する者および指定給
水装置工事事ۀ者の責務、給水装置工事記
録の保ଘの߲目をՃした。
そのほか、վਖ਼水ಓ๏にن定された指定給水
装置工事事ۀ者のߋ新に合わせた給水装置工事
主任技術者に関する水ಓ事ۀ者が行う確ೝ事߲
についてৄड़した。

ྉฤࢿ（�）
これまでだったࢀ考ฤをརศ性に考ྀし
て本ฤとの合としたほか、ࢿྉฤと໊শをม
し、掲載する๏令はվਖ਼日時が近のվਖ਼内ߋ
容をөさせた。
また、厚生࿑ಇলから発ग़された給水装置
工事に関する௨文ॻの֓要を新たに掲載す
るとともに、財団ϗーϜページから本文がӾཡ
できるように当֘文ॻの63-もซせて掲載し、
それらの内容が確ೝできるようにした。
さらに、給水装置工事を実施するࡍにඞ要と
なるಓ࿏Տの༻ख続きに関する๏令（ಓ
࿏๏、ಓ࿏๏施行令、Տ๏、Տ๏施行令）
を新نにՃ掲載した。

5ɽվగʹͨͬͯۤ࿑ͨ͠ɺྀͨ͠
（1）表هͷ౷一
を事前に定め、言い回しߝॻࣜ要࡞ߘݪ

字表記ならびにૹりԾ໊の౷一化をの۟ޠ
ਤった。
特にૹりԾ໊については、過去の表記との関

連性、վగҕһ会でご指ఠをいただき、ٞ
をするࡍに、मਖ਼意見ఏҊ者のࢹ֤ҕһの
ཱ場のҧいなどによってमਖ਼事߲の表ݱのҧい
があり、指ఠする方のݸਓࠩも有って、मਖ਼Ҋ
をまとめるにもௐを要する場面もあった。ௐ
ۀ࡞はେม時ؒを要したが、最ऴతにはԿと
かฤ集ҕһの方ʑの合意をいただき、ฤ集ҕһ
会としての方性を౷一してまとめることがग़
དྷたと考えている。

（2）法令ͷ໌֬化
४ج、๏令はғみするように取りܾめڌࠜ

となる๏令を໌確化するとともに、๏令と同
にྨする重要事߲も数多くあることから、そ
れらも๏令と同様のѻいとすることとした。
また、一ൠతに๏令のݪ文はॎॻきであるた
め、文಄に数字がけられているが、ΞϥϏ
Ξ数字に౷一してมߋ記載するۀ࡞を行った。

（�）ਤ໘ͷ �%化・Χラー化
ୈ 3ฤの給水ٴびܧख、給水༻۩のਤ

面に関しては、ैདྷはฏ面നࠇのࡶなものが
多く、ผしすくมߋするࢫの要望が高かっ
た。そこで、3%化とΧϥー化をۃ力ਤることで、
తに読できるように֮ࢹ様が෦にわたるࡉ
するため、関係団ମの協力を͗ڼ、վగにө
できるようめた。
特に、給水γスςϜ協会、ྫྷפ給水技術協

会、日本όルϒ工ۀ会、日本ϙϦエνϨϯύイ
ϓγスςϜ協会、ݐஙઃඋ༻ϙϦエνϨϯύイ
ϓγスςϜڀݚ会をはじめ、多くの関係団ମに
多େな協力をいただき、ਤ面をఏڙしていただ
いた。なお、本ߘでは紙෯の関係上、すべての
団ମ໊を記載することはできないが、指針の前
ॻき෦にはご協力いただいたすべての団ମ໊を
記載しているので、購入された方はごࢀরいた
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だきたい。
෦໊は֤工ۀ会ϝーΧーでもҟなって
いたため、最ऴతには౷一に૨͗ணけたが、最
までਤ面෦໊শの表記のࠩସえをޙの最ޙ
。にେมྀۤしたۀ࡞りฦすなど、そのௐ܁
また、われなくなったࡐを表にまとめて
มભを໌確にするとともに、ܧख給水༻۩も
主ྲྀとޙわれなくなったは֎す一方、今
なりಘるをੵۃతにՃしているが、その
見ۃめには、֤方面から意見をฉいており、か
なりௐにۤ৺したこともϙイϯトである。

Λॆ࣮ࡌهΔʹங・給౬設備ݐ（�）
するҕһにҕһ会ڿஙઃඋ・給౬ઃඋに௨ݐ
のࢀՃをお願いして、ैདྷᐆດであったݐங
ઃඋ・給౬ઃඋおよびࡐに関する情報（
だけでなく、関係する๏令施工๏もؚめて）
もੵۃతに৹ٞしՃした。今回、水ಓ給水
とݐஙઃඋ・給౬ઃඋとのަྲྀがあまり
ないことが実感でき、引き続きさらなるަྲྀの
ଅਐのඞ要性を実感したところである。

（�）施工ࣸਅͷΧラー化
4 ฤ・5ฤの性試験の実施ঢ়گ給水工事の
場での実施ݱ、場施工खॱの写真に関してはݱ
ঢ়گを確ೝして、重要෦をࡱりすととも
に、ۃ力Χϥー化をਤり掲載写真を増すよう
に৺ֻけた。

化ີݫͷརؔݖ（�）
今回のվగにซせて、ࢀ考ࢿྉਤ表に関し
て、ஶݖ࡞に関するڐ༺をີݫに取り組ん
だ。刊行前までௐを要し、ஶݖ࡞の重要性
をվめて再ೝࣝさせられた。

6ɽޙࠓͷۀࣄஂࡒͷల։
ฏ 30 年 12 月の水ಓ๏の一෦վਖ਼に伴い、

指定給水装置工事事ۀ者の指定に 5年のߋ新੍
がಋ入され、ߋ新時に確ೝすることが望ましい
事߲の一つに給水装置工事主任技術者のݚम
の受ߨঢ়گがあげられている。
さらにはશࠃの給水装置工事に携わる技術者

に給水装置工事技術指針をくってもらい

してもらうため、水ಓ関係の֤छϝσΟΞ༺׆
に解આ記事の掲載をしていただいたほか、今ޙ
はීܒٴ発事ۀとして֤छߨԋ会にࢣߨとして
している。なお、本指針は౼ݕՃすることもࢀ
給水装置工事事ۀに関係する方ʑに、ࢀ考にし
ていただきたいॻ੶であることから、Մなݶ
りૣظにਖ਼確な情報をおಧけするべく、ਖ਼ޡ対
র表を࡞・෧入することとした。೦ながら
༧֎のϘϦϡーϜとなってしまい、େมご
をおかけしているが、ਖ਼ޡ対র表もࢀ考にし
ながら、本ॻをご׆༻いただければ幸いである。
当財団で令和ݩ年 7月より実施している給水

装置工事主任技術者ݚमは、指定給水装置工事
事ۀ者の 5年ߋ新੍度のಋ入に伴い、ߋ新時に
ඞ要となる給水装置工事主任技術者の最新の技
術੍度のशಘを行うものである。
給水装置工事主任技術者ݚमの内容は、ᶃ水

ಓ๏、ᶄ給水装置工事主任技術者の৬務とׂ、
ᶅ給水装置のߏٴびࡐ質、ᶆ給水装置の事ނ
事ྫと対策、ᶇ給水装置工事におけるཹ意事߲、
ᶈ給水装置のҡ࣋ཧ（給水装置のނো・ҟৗ
のݪҼとमસ工事๏）、ᶉ給水装置ٴび給水装置
工事๏に関する最新の技術情報である。
ύιコϯ上で行う Fϥーχϯάݚमと会場で

実施するݱݚम会があり、財団ϗーϜページ
で申込み、Fϥーχϯάݚमの受ߨ要ྖ、ݱ
のҊ内、技術者ূの発行などの情࠵म会の։ݚ
報が確ೝできるようになっている。
また、当財団では、工事ݱ場で給水装置工

事主任技術者ࢿ格のূ໌をٻめられた場合にఏ
ࣔできるよう、ࢿ格を有する方（厚生࿑ಇେਉ
からަされた給水装置工事主任技術者໔ঢ়
（以Լ、「໔ঢ়」という。）をおͪ࣋の方）でر望
される方に、إ写真入りでΧーυタイϓの「給
水装置工事主任技術者ূ」（以Լ、「技術者ূ」
という。）（ਤ �）を発行している。
指定給水装置工事事ۀ者の 5年ߋ新੍度の։

に伴い、当財団で発行している技術者ূの有࢝
もݶظޮ 5年ؒとし、໔ঢ়の情報有ޮݶظ（技
術者ূの有ޮݶظであり、໔ঢ়には有ޮݶظは
無い）、ر望に応じてॴଐ会໊ࣾを表ࣔするほ
か、当財団のݚममྃ者にはݚम໊受ߨऴྃ
年月日を表ࣔするようにしている。
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なお、令和ݩ年 �月 2� 日、厚生࿑ಇলҩༀ・
生׆Ӵ生局水ಓ՝௨「水ಓ๏の一෦վਖ਼に
伴う指定給水装置工事事ۀ者੍度の指定のߋ
新੍のಋ入について」の中で当財団の Fϥーχ
ϯάݚमݱݚम会を׆༻されたいと記載さ
れている。
令和ݩ年度中のݚम受ߨ実は以Լの௨りと
なっている。
・̴ϥーχϯάݚमʜʜ受ߨ者数 11�� ໊
、回数�回࠵։、ݝ13࠵म会ʜʜ�։ݚݱ・

受ߨ者数 ��� ໊

今年度のݱݚम会は 7月 14 日のҵݝ水ށ
・ݝ会場からスタートし、11月までにԆべ11ࢢ
17 Χॴで։࠵し、1751 ਓが受ߨしている。す
でに昨年度の受ߨ者数の ��� ਓとൺֱしてほ΅
ഒ増していることにՃえ、さらに �・ݝ� Χॴ
での։࠵がܾまっている。ただ、まだະ։࠵の
ಓݝもあるので、શࠃ工事ۀ協同組合連合
会と連携しながら、さらなる։࠵ଅਐにめ、
より多くの給水装置工事主任技術者に受ߨして
もらえるようにめてまいりたい。
当財団は今ޙも給水装置工事関係者との情
報ަにめ、最新の情報収集と、本ॻの内容
の充実に取り組Ήとともに、「給水装置工事技術
指針 2020」を今ޙ、給水装置工事主任技術者と

ਤ �　技術者ূͷ表໘（上）͓Αͼཪ໘（下）
（ຊূϓϥενοΫͰӡస໔ূڐΩϟογϡΧʔ
υͱಉ͡େ͖͞（8�5DNʷ 5�4DN））

なろうとする方から給水装置工事に携わる多く
の方ʑにར༻していただけるよう、財団ۀ務
もؚめて 13にめてまいりたいと考えている。
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（1）�໊ 屋市ʹ͓͚Δ給水装置ΛऔΓ巻͘՝ݹ
໊古ࢢでは、今ޙ、ΞジΞڝ技େ会։࠵
ϦχΞ中ԝ新װઢ։ۀを߇えており、໊古Ӻ
エϦΞൟ՚֗であるӫエϦΞではେنなݐ
ସえ工事がんに行われるなど、まͪがେきく
มわろうとしている。給水装置においては、ݐ
ߏがෳࡶ化・高化し、ΫロスコωΫγϣ
ϯྲྀٯ防止の対策がより重要度を増してい
る。またそのଞにも、指定給水装置工事事ۀ者
（以Լ、「指定工事事ۀ者」という。）のߋ新੍度
のಋ入、発ࡂ時のආॴであるཱࢢখ・中ֶߍ
のෑ内の化、スϚートϝーターの試行
ಋ入など、給水装置を取りרく՝題はਚきない。
（2）վగ委員会ʹࢀՃͯ͠
今回、そのような中、چ指針から7年Ϳりの
վగとなる「給水装置工事技術指針2020」の࡞
に携わることになり、給水装置を取りרく՝
題解ܾのため、本վగにより技術指針がよりྑ
いものとなるよう、ࢲと同様に水ಓ事ۀମにଐ
する方、ઐの先生方ならびに関係する
団ମのઐՈの方ʑとٞできたことはو重な
。験だったܦ
（�）�৽ͨͳ技術指ͷཁɺ͖͢
さて、今回の指針վగのେきなϙイϯトの一
つがվਖ਼水ಓ๏の内容をり込んだことであ
る。վਖ਼水ಓ๏では、ごঝのとおり、これま
でٱ߃తなࢿ格であった指定給水装置工事事ۀ
者੍度に5年ごとのߋ新੍がಋ入された。本指
針のվగにより、指定工事事ۀ者のみならず、
新੍度のಋ入をってߋく水ಓに携わるਓに

いただくとともに、指定工事事ۀ者のࢿ質ҡ࣋・
するものと考える。このଞݙߩ上そのものに
にも、指針内のਤの3%・Χϥー化給水装置に
関する最新情報のՃ、ݐஙઃඋ関連情報の充
実化をਤった。また給水装置の施工に関して
はΫロスコωΫγϣϯにおける事ނ事ྫの
Ճ、給水装置の化の記ड़のՃ、スϚート
ϝーターの最新の技術ಈ工事のै事者に
対する中症の意ىשなどをՃした。
（�）৽ͨͳ技術指ʹظ͢Δ͜ͱ
本指針は最新の給水装置の情報が多くө

されているほか、関連๏令についてもཧさ
れており、給水装置に関係する多くのਓが実務
を行う上でいすいものとなっている。本指
針を読Ήことで関係者一ਓͻとりが給水装置に
ついてਖ਼しくཧ解し、ͻいてはお٬さま҆৺・
҆શな水ಓ水をಧけられることをظしている。
ͷ՝ɺ展։ޙࠓ（�）
近年、本ࢢをはじめ多くの水ಓ事ۀମがೆւ

トϥϑڊେなどのେの対策にྀۤし
ているとࢥわれる。水ಓはお٬さまのखݩに水
がಧくまでが水ಓγスςϜというイϯϑϥなの
で、今ۀ、ޙքの՝題の一つである給水装置の
化について、ࡂ時においても多くのお٬
さまが҆৺して水ಓをར༻できるよう、・࢈・
ֶなどۀքશମでݕ౼をਐめられればと考える。
最ޙに、今回はこのような寄ߘの機会をいた

だき、ありがとうご͟いました。

ਫஔΛਖ਼͘͠څ ཧղ͠ɺ
҆৺ɾ҆શなਫಓਫΛ

ज़ຊ෦�࿏෦ٕ�ہԼਫಓ্ࢢݹ໊
҄ాɹҰ

վగҕһձҕһ͕ޠΔʂɹ新たなٕज़ࢦͷཁͱࡦํ༺׆
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ౚ݁࣌ͷదରԠղઆΛॆ࣮

このたび、給水装置工事技術指針が7年Ϳり
にվగされた。
同指針のվగを୲当するվగҕһ事務局の
皆さまは、年にって水ಓӴ生行給水装
置において׆༂されているܦ験๛な方ʑ
（いわΏるϓロ中のϓロ）だ。同指針のվగに࢝
めて携わるࢲは、にॖڪではあったが、վగ
ҕһの一һとしてࢀՃさせていただいた。皆さ
まの協力のおかげで、Կとか任務を果たすこと
ができた。この場をआりて感ँ申し上げる。
վగҕһ会は4回にわたり։࠵された。ҕһ
、෭ҕһのత確なٞ事ਐ行によって、֤ҕ
һ事務局から׆発な意見ަがあり、指針の
վగにけたいࢥい、給水装置のԞਂさ技
術։発のさをษڧすることができた。
さて、今回の指針のվగにおいて、ࢲは主に
。対策を୲当したྫྷפ
ൺֱతԹஆなҬにらしている方ʑは、פ
ྫྷ対策といわれても「ϐϯ」とこない方が多
いかもしれない。
であྫྷפはੵઇࢢຈࡳ務しているۈがࢲ
り、ઇまつりが։࠵されるほどౙؒظはݫしく
ྫྷえ込Ή。ੵઇྫྷפにおける一ൠతなౚ݁防
止対策としては、ຒઃ෦の「ຒઃਂ度」をౚ
݁度よりਂくຒઃするほか、「水ൈખのઃ置」
保Թࡐによる「防פા置」がڍげられる。し
かし、ੵઇྫྷפ以֎のൺֱతԹஆなҬにお
いても、ౚ݁事ނが発生している事ྫがあるた
め、給水装置のઃܭ・施工には意がඞ要であ
る。

վగされた給水装置工事技術指針では、ౚ݁
ਂ度をਤ表で解આし、ౚ݁防止対策について
にཧ解をਂめていただけるよう、また、給水ߋ
装置がౚ݁したࡍにおける解ණ方๏ผの特、
解ණۀ࡞時の意ٴびෆదな解ණ方๏によ
るՐࡂ発生の事ނ事ྫをՃえ、ౚ݁時にద
な対応を行えるよう解આを充実させた。
ౚ݁防止対策は、「උえあれば༕いなし」であ

る。給水装置にはສશなౚ݁防止対策をߨじて
いただきたい。
近年、水ಓར༻者は給水装置に対してརศ性・

快ద性の上をظしている。これらのظに
応えるように給水装置は多様化し、また、技術
はඈ༂తにਐาしていると感じられる。給水装
置工事関係者は֤ʑの給水装置の特・特性を
ཧ解して、給水装置工事のઃܭ・施工を行うඞ
要がある。
水ಓγスςϜのうͪ、水ಓར༻者との最も触

れ合いが多く、なじみਂいのが給水装置である。
給水装置工事の関係者の皆さまには、水ಓར༻
者がকདྷにわたって҆શ・快దに水をར༻でき
るよう、給水装置工事を行っていただきたい。

ਫอશڅ�ਫஔ՝څ�ਫ෦څ�ہਫಓࢢຈࡳ
ɹՂ༟
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վగҕһձҕһ͕ޠΔʂ��新ͨͳٕज़ࢦのཁͱࡦํ༺׆

վగ൛ٕज़ࢦに௨ఈ͢Δͷ

昨年上Ѹされた給水装置工事技術指針2020
（以Լ、「技術指針」という。）のվగに当たり、
ඍ力ながらその一に携わった者として、౦ژ
が๊える給水装置を取りרくݱঢ়今ޙのల
望をซせ、文ではあるが、一言ॴ感をड़べ
させていただく。
が指定している給水装置工事事ۀ者（以Լ、

「事ۀ者」という。）は�000者おり、指定ج४
にরらして申し上げれば、最でも�000ਓもの
給水装置工事主任技術者がଘࡏすることとな
り、技術Ϩϕル施工も多ذにわたってい
る。そうした中、近年の技術ֵ新により、ࡐ
ͻとつをとってみても、さま͟まなࡐྉ、छྨ、
があり、技術指針はまさに「શてをแؚす
るh 給水装置のόイϒル とɦしてのׂ」を୲っ
ているものとଊえられる。
4/4のਐల、*$5、"*技術のਐาにより、

୭もが新しい情報をଈ時に入खすることがՄ
となった面、ૅجతなࣝそのϕースとな
る考え方がرബになっているにあると言
することもでき、このことは給水装置工事にも
当てはまる実情として、ઃܭ৹ࠪݱ場ࠪݕの
。性といったことに表ग़しているࠔ
վగ൛技術指針では、給水装置工事の施工に

ඞ要な๏令、ࡐྉ、ઃܭからݱ場ཧにࢸるま
で、「解આ」の෦がかなりख厚くじられてい
ることに気くが、これは、୯に主任技術者試
験対策のࢀ考ॻとしての有༻性、情報の
ඞ要性以前に、「なͥ、この取ѻいがඞ要なのか」
を、ۃめてロジΧルに、かつわかりすく記さ

れていることにその重きがあるものと考える。
かも࠰܌ਓతなҹではあるが（ᡅかେݸ

れないが）、վగにࡍして、վగҕһશһにそう
したඞ要性に対するೝࣝ意ࣝが௨底していた
のではないだろうか。
新年が໌けてなお、コロナ禍によるࡁܦঢ়گ

のがڣばれており、先行きのෆಁ໌感は൱
めないঢ়گにあるが、って、こうしたことを
機に、機ցث۩のԕִૢ࡞化、スϚートϝー
タに表されるࣗಈ化のいも感じる昨今であ
る。
今回のվగでは、ਤ表のΧϥー化3%化、事

ྫのग़య数を増すなど、多くの工がなされ
ているが、事ۀ者のみならず、水ಓに携わるશ
ての関係者に申し上げておきたいことは、新年
を迎え、今ޙさらにՃする「スϚート化」の
中にあって、֤ҕһのごਚ力によりଋͶられ
た本指針の「解આ」に௨底している無意ࣝԼの
意ࣝを読み取ってཉしいという願いである。
චながら、Ԭ先生はじめ、վగҕһの皆

さまはもとより、ฤさんに携わった（ެ財）給
水工事技術ৼڵ財団・事務局の皆様にもあらた
めてँࣙを申し上げたい。

౦ژਫಓڅ�ہਫ෦څ�ਫ՝
ɹ୩ຊɹ೭
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ٕज़ࢦվగにࢀը͠ɺվΊͯ
ओٕज़ ɾऀࢦఆ੍ऀۀࣄに͏ࢥ

昨年度、ਤらずも給水工事技術ৼڵ財団から
お༠いをいただき、վగҕһとして指針վగに
ըした。ҕһのԬ先生をはじめ、ҕһのࢀ
皆さまのごਚ力によりඇৗに中身の濃いվగが
できたとࢥう。今回は「きΎうすい工事」誌面
に寄ߘする機会をいただいたので、ࢲのपりの
給水装置工事事情についてड़べたいとࢥう。
上Լ水ಓ局は໊前の௨ࢢのॴଐするԣਢլࢲ
り水ಓ事ۀとԼ水ಓ事ۀを行っており、給水装
置関連ۀ務はࢲઃԼ水ಓ（ഉ水ઃඋ）と合わせ
「給ഉ水՝」でॴしている。ࢲと給水装置の関
わりはฏ20年、指定給水装置工事事ۀ者のݚ
म੍度が࢝まり、ݝ内の水ಓ事ۀ者とҬ։࠵
のௐをすることから࢝まった。
皆さんごঝの௨り、給水装置工事の指定੍

度は、ฏ�年の๏վਖ਼により、ै前֤水ಓ事ۀ
者がྫにͮجきಠࣗに要݅を定めていたもの
が、「શࠃ౷一の指定要݅」「主任技術者のࠃՈ
の੍度となった。ԣਢլࡏݱ格化」をபとするࢿ
においてもશࠃల։しているϋウスϝーΧーに
とってはࢀ入੍ݶతなঢ়گだったが、શࠃ౷一の
指定要݅により事のෑډはくなった。
一方で主任技術者についても֤水ಓ局ಠࣗの

、格となったことでࢿՈࠃ格であったものがࢿ
給水装置工事が୯なるॅઃඋ事ۀではなく、
その技術తࠜװである主任技術者が๏に掲げる
水ಓཧ೦実ݱのための一༂を୲うϓϨイϠーと
して໌確にҐ置けられた。このม化は技術者
の໋感責任感のৢにおいてେきな意ຯを
。つものと確信している࣋
しかし、事ۀ機会のެฏ性がվળされ、技術
者のスςイタスが上がっても、ݱ場における給水

装置工事のҐ置けはܾして高くないのもݱ実
だ。主任技術者は技術త責任をෛうࠃՈࢿ格者
であっても給水装置工事事ۀ者がޏい入れてお
り、ޏ༻主の事࢟ۀにେきくࠨӈされるཱ場に
ある。その給水装置工事事ۀ者は最ݶの要݅
で水ಓ事ۀ者から指定を受けて׆ಈしている。খ
さいいの給水装置工事事ۀ者ほど、ॅݐங
工事のԼけత৭合いがڧく、主任技術者の本
དྷの໋にѹ力がֻかっているように感じる。
՝題があるのは主任技術者पลばかりではな

い。水ಓ事ۀは今、水ध要のݮগ、େな施ઃ
のߋ新ध要の՝題を๊えている。給水装置
の৬һは、水ಓ施ઃのॾݩ形݅をཧ解
した上でࡐྉ水ѹの૬ஊに応えなければなら
ないઐ性を有しているとࢥうが、これまでز
度かۀ務を見し、財事情にଈして組৫のޮ
化をਐめる過ఔでそのઐ性がԼしている
と感じる。ٻめる৬һ૾が「ઐ性よりも応༻
性」にしているのだとࢥう。組৫がスϦϜ
になれば当વだが、ෛ工事とҟなり、ख数ྉ
をいただいて給水装置工事を指ಋするཱ場にお
いて、ઐ性は確保していかなければならない。
給水装置工事とॅݐங工事の関係性は、今

われる。給水装置工事ࢥもେきなม化はないとޙ
のϨϕルを保つためには、指定要݅と同様に৹ࠪ
、௨化とڞఔのن者のॲۀ४指定事جのࠪݕ
主任技術者のより一のࣝと意ࣝの上、そし
て水ಓ事ۀ者৬һのઐ性確保だとࢥっている。
給水装置工事技術指針は、今回のվగでより一
給水装置工事のόイϒルとも言える内容にな
り、主任技術者のςΩストとしてだけではなく、
৬һڭҭ༻としてもظしている。

ԣਢլ্ࢢԼਫಓٕ�ہज़෦ܭ�ը՝
ɹᖛ࡚ɹ݈ت
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名古屋市্Լ水道ہ

名古屋市ਫಓۀࣄのྺ࢙ͱ֓ཁɺ
ۙのओཁͳऔΈ

わが町の水道事業と
　　� 管工事組合

名古屋市্Լ水道ہ長

൧ా　ߩ

ཁ֓ۀࣄͱ࢙水ಓͷྺݹ໊

໊古ࢢの水ಓ事ۀは、ીのྑ質な水ݯ
にܙまれて、େਖ਼3（1�14）年にು上ড়水場
（ࣸਅ1）から給水を։࢝し、これまで100年以
上にわたり、҆શな水ಓ水のڙ給にめ、「அ水
のないなごの水ಓ」というྺ࢙をஙいてきま
した。今日では、पลࢢொもؚめて24�ສਓ
のお٬さまに҆৺・҆શでおいしい水ಓ水をڙ
給しています。
なお、ࢢੈௐࠪにおける「໊古のތれ
るところ、ྑいところはԿだとࢥいますか」と
いう質問に対して、「໊古の水ಓ水がおいし
い」という回がຖ年上Ґに入るなど高いධՁ
をいただいています。

՝͘ר水ಓΛऔΓݹ໊

一方で、҆定した上Լ水ಓαーϏスをఏڙし続
けていくためには、ত和40年から50年に集
中తにඋした施ઃのٺ化をはじめ、ೆւトϥ

ϑڊେなど気ࡂのඋえ、水ݯ水質の
急มなど水ݯを८る多様なϦスΫ、さま͟まな
՝題に取り組んでいくඞ要があります。また、本
では、令和5（2023）年頃からৗॅܭਪޱのਓࢢ
ਓޱがݮগにసじ、কདྷతにはྉۚ収入のݮগ
によるܦӦঢ়گのѱ化事ۀを୲うਓࡐのෆも
定されることから、ܦӦվֵਓࡐҭをਪਐ
し、ܦӦج൫をڧ化していくඞ要があります。

՝ղܾʹ͚ۙͨ年ͷओཁͳऔΈ

これらのঢ়گ՝題を౿まえて、໊古ࢢ上
Լ水ಓ局では、中ظతなܦӦのج本ܭըであ
る「໊古ࢢ上Լ水ಓܦӦϓϥϯ202�」（以Լ、
年度（�201）ݩという。）を令和「Ӧϓϥϯܦ」
に策定しました。
কདྷにわたって҆定తに上Լ水ಓαーϏスを

ఏڙするため、ظతなࢹにཱった施ઃのߋ
新の考え方をཧし、事ۀඅの੍ߋ新事ۀ
ྔのฏ४化をਤることで、施ઃのߋ新化
などඞ要な事ۀをਪਐします。また、重要なϥ
イϑϥイϯとしてࡂ時においてもܧ続して上
Լ水ಓαーϏスをఏڙできるよう、ଞࢢຽ
化ڧಈମ੍を׆との連携などにより応急ۀاؒ
するなどࡂ対応力のڧ化にも取り組みます。
さらに、কདྷにわたって݈શなܦӦをҡ࣋する
ため、ۀ務ࣥ行ମ੍の見しຽ連携のਪਐ、
*$5を׆༻した水ಓ事ۀのスϚート化、ਓࡐҭ
のਪਐと৬場ڥの上に取り組Ήととも
に、わかりすくੵۃతに情報を発信し、お٬
さまの事ۀのཧ解ଅਐをਤります。

ͷ՝ɺల։ޙࠓ

今ޙは、新型コロナウイルス感染症のӨڹに
より、給水収益のେ෯なݮগなど、より一ࣸݫਅ 1　ು屋上野浄水場（設࣌ͷ第一ポンプ所）
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しいܦӦঢ়گになることも定されます。また、
ウΟζコロナ・Ξϑターコロナ時を迎え、ࣾ
会มֵが一気にՃすることも༧されます。
そのため、事ۀにٴ΅すӨڹなどをత確にѲ

し対応するとともに、ܦӦϓϥϯに掲げる事ۀ
をண実にਐめ、࣋続Մでڧਟな上Լ水ಓγス
ςϜをߏஙしてまいります。

1　͡Ίʹ

໊古ࢢ上Լ水ಓ局では、令和（�201）ݩ年
度に「໊古ࢢ上Լ水ಓܦӦϓϥϯ202�」（ܭ
ըؒظɿ令和ݩʙ 10年度）を策定し、上Լ水ಓ
事ۀの҆定తなܧ続とڧਟな上Լ水ಓγスςϜ
のߏஙを目指しています。今回は、給水装置に
関する施策と໊古ࢢ指定水ಓ工事ళ協同組合
（以Լ、「໊水協」という。）との連携事ۀなどを
紹介させていただきます。

ࡦࢪ水ஔʹؔ࿈͢Δڅ　2

発ܒ͚ͨʹ検ظͷ定ثࢭ流ٯѹࣜݮ（�1）
事業
上Լ水ಓ局では、݁Ճѹ給水（ϒースター

ϙϯϓ）を࠾༻される場合ҿ༻にڙさない機
を給水装置に݁（水ખ、ચं機ࢄಈࣗ）ث
する場合には、ݮѹࣜྲྀٯ防止ثのઃ置をٛ務
けています。Ճえて、ઃ置した場合には年1回
の定ظݕの実施とその݁ݕ果を当局報ࠂ
することもٛ務けています。ݕ報ࠂॻのఏ
ग़ঢ়گは、給水装置情報の一෦としてσータϕー
スでཧしており、2年以上ఏग़がない場合には
を行うよࠂの実施と報ݕظཧ者定ݐ
う文ॻをૹしಜଅを行っています（ਤ1）。そ

の݁果、75ˋのݮѹࣜྲྀٯ防止ثにおいて
防ྲྀٯもޙを受けております。今ࠂ果の報݁ݕ
止機のదなҡ࣋ཧに取り組み、҆৺して

シリーズ 名古屋市に͓ Δ͚څਫஔに
ؔ Δ͢ࡦࢪに͍ͭͯ

名古屋市্Լ水道ܦہӦຊ෦Ӧۀ෦長

ଇت　ాݖ

ਤ 発ܒͷ検ثࢭ流ٯѹࣜݮ　1
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お٬さまに水ಓ水をごར༻いただけるようܧ続
して実施していきます。

（2�）小نஷ水૧水道ͷదਖ਼管理ʹ͚ͨ検・
指ಋ
上Լ水ಓ局では、水ಓ๏における定ࠪݕظ
ਗ਼のٛ務のない受水૧の有ޮ容ྔが10ὗ以Լ
のখنஷ水૧水ಓを対に、ݐཧ者
దなҡ࣋ཧをしていただくよう、ฏ1�
（200�）年度からݕ・指ಋを実施しています。
۩ମతには、給水۠Ҭ内にあるখنஷ水૧水
ಓ（20500݅ɿ令和ݩ年度）のݐཧ者
に、局Ӧとҕୗにより、ݕのごҊ内・ஷ
水૧水ಓのҡ࣋ཧに関するϦーϑϨットを༣
ૹし、ి話にて受ݕ意ࢥを確ೝޙ、ཱ会いのも
とݕ・指ಋを行っています。また、ઃඋの
վળ指ಋを行ったஷ水૧水ಓに対して、指ಋの
ཌ年度にฦ信༻はがきを༣ૹし、そのޙվળし
ていただけたかどうか確ೝをしています。ࡏݱ、
令和2（2020）年度に2८目のݕ・指ಋがྃ
し、引き続き、3८目のݕ・指ಋを։࢝して
います。

（�）給水装置ͷੑ上ʹ׆͚ͨಈ
ෑ内（ϝータ2࣍ଆ）の給水装置の性
の上を目తとして、のۂり෦において、
のಈきをٵ収するࡐྉを༻することをਪ
しています。本ࢢの給水装置工事の技術తな
にて、給水装「४ج給水工事施行」४であるج
置工事の申時には性の上をݕ౼いただ
くようن定しているほか、指定給水装置工事事
上会ࣾとのଧ合せ時には、性ܭ者ઃۀ
についてݕ౼していただくよう接13を行っ
ています。Ճえて、一ൠのお٬さまを対とし
て、当局ެࣜウΣϒαイトॅలࣔ場におい
て、Ոの新ஙݐସえなどのࡍに給水装置の
性上についてݕ౼してもらうべく13を
実施しています（ਤ2）。
また、本ڭࢢҭҕһ会が実施しているֶཱࢢ

と連携し、上Լ水ಓۀෑ内のຒઃվम事ߍ
局では、ެಓԼのطઃ給水をઃସ
えし、水からֶߍෑ内まで一ମとなった
化事ۀに協力しています。

3　�໊ ಉ߹ͱڠళࣄఆ水ಓࢦࢢݹ
ͷྗڠମ੍

（1）大نࡂ害ʹ備͑ͨ協定ͷక݁
上Լ水ಓ局では、指定給水装置工事事ۀ者

300者で組৫する໊水協と、େنࡂにඋえ
た協定をక݁しています。ฏ（���1）ݩ年度
に「ࡂ時における応急෮چ工事の協力に関す
る協定」をక݁し、ฏ24（2012）年度には、
上Լ水ಓ局の事ܧۀ続ܭըの策定を機に、応急
給水緊急止水についても対応していただくよ
う内容を拡େしています。また、ฏ2�（201�）
年度にはޙड़する「ࡂ時におけるԾઃ給水ખ
のઃ置に関する協定」をక݁し、େنࡂ
時においてਝな応急׆ಈの実施にけた取組
みを行っています。

ؔ͢ʹΔԾ設給水ખͷ設置͚͓ʹ࣌害ࡂ（�2）
Δ協定
すべてのॅຽがࣗから֓Ͷ1LNఔ度のൣғ

で給水が受けられるよう、上Լ水ಓ局ではҬ
ආ場ॴなどに応急給水施ઃをඋしていま
す。その内容は、ৗઃ給水ખ（14施ઃ）、

ਤ 2　給水装置ͷੑ上ʹ13͚ͨύωル

シリーズ
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性ஷ水૧（12施ઃ）、Ծઃ給水ખઃ置༻ফՐખ
（1�2施ઃ）の合20ܭ�Χॴとなっています。そ
の中でもԾઃ給水ખ（ࣸਅ1）をઃ置する応急
給水施ઃにおいて、༧め指定した施ઃに対して
໊水協組合һがԾઃ給水ખをઃ置する協定をక
݁しています。
これは、本ࢢからઃ置要があった場合、も
しくは度�ऑ以上のが発生した場合、໊
水協はઃ置要があったものとして、かに
୲当する施ઃԾઃ給水ખを携行しઃ置するこ
ととしています。上Լ水ಓ局では、令和ݩ
（201�）年度時で10�ΧॴのԾઃ給水ખを
໊水協寄ୗしており、発ࡂ時には上Լ水ಓ局
৬һと໊水協組合һによりԾઃ給水ખをઃ置
し、શ応急給水施ઃを発ࡂから24時ؒ以内に։
ઃすることを目ඪとしています。

（�）࣮ޮੑͷ上ʹ͚ͯ
上Լ水ಓ局と໊水協は、۠ॴ主࠵の防܇ࡂ

࿅合同でࢀՃし、応急給水施ઃの։ઃ܇࿅
を実施しています。そのほか、໊水協では定ظ
తにେنな合同防܇ࡂ࿅（上Լ水ಓ局࠵ڞ）
をاըしており、近年では令和（�201）ݩ年5
月にୈ3回合同防܇ࡂ࿅を։࠵し、Ծઃ給水ખ
の寄ୗ先（໊水協組合һ）100者と局৬һを
ؚめた合140໊ܭで܇࿅を実施しました。܇࿅
の内容は、協定の内容にͮجき、Ծઃ給水ખの
ઃ置܇࿅、։ઃొ録܇࿅（ਤ�）、充水した1ὗ
給水タϯΫをੵ載したं྆のӡస܇࿅を実施し
ました。
今年の۠ॴ主࠵の防܇ࡂ࿅は、新型コロナ

ウイルスの感染拡େにより取り止めとなり、໊
水協との合同܇࿅は行うことができませんでし
た。そこで、11月には感染防止対策を徹底した

ࣸਅ 1　Ծ設給水ખͷ設置

ਤ �　Ԡ急給水施設ͷ։設ొϑϩー
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上で、֤۠୯ҐでԾઃ給水ખのઃ置および։ઃ
ొ録܇࿅を実施しました（ࣸਅ2）。今ޙも、新
型コロナウイルス感染拡େ防止を徹底した上で
定ظతな܇࿅を行い、ਝな応急給水׆ಈの実
ޮ性を高めていきたいとࢥいます。
4　�৽ܕίϩφΠϧεײછ֦େࢭʹ
औΈ͚ͨ

（1�）指定給水装置工事事業者ͷ৽ن指定ɺొ
৽ߋ
令和（�201）ݩ年度にվਖ਼された水ಓ๏にج
ͮき、指定給水装置工事事ۀ者੍度に新たにߋ
新੍度がઃけられ、水ಓ事ۀ者はそのߋ新時に
指定要݅を再確ೝし、事ۀ者のࢿ質の上をਤ

ࣸਅ 2　�Ծ設給水ખͷ設置͓Αͼ։設ొ訓練
（令和 2年 11 ݄࣮施）

るඞ要があります。本དྷであれば指定のߋ新時
にదਖ਼な給水装置工事の実施とࢿ質上にけ
たߨश会を実施する༧定でしたが、新型コロナ
ウイルスの感染拡େ防止のため、ߨश会を実施
できていないঢ়گです。
一方で指定ߋ新はඞ要であるため、௨ৗは࣋

ۀによる受をしている指定給水装置工事事ࢀ
者の新ن指定・指定ߋ新について、新型コロ
ナウイルスの感染拡େ防止にけた一時తなા
置として༣ૹでの申も受けけています。

（2）給水औ管工事අͷੵݟΓରԠͷݟ͠
本ࢢではެಓ෦の給水装置工事は上Լ水ಓ局

が施工しており、その工事අ༻（ެಓ෦の給水
装置工事අにあたる接工事අ）を給水装置
工事の申者から収しています。
工事අ༻は、ઃするのܘޱԆ、ಓ࿏

（以Լ、「施工݅」という。）によりมߏ
ಈするため、指定給水装置工事事ۀ者が上Լ水
ಓ局に対して工事申前にֹ֓ࢉの見ੵもりを
ґཔするέースが多くあります。このख続きは、
৹ࠪ୲当෦ॺのདྷிによることがݪଇでした
が、新型コロナウイルスの感染拡େにを発し
た新しい生׆様ࣜとして、施工݅を໌記した
ॴ定のॻࣜを༻いた'"9によるর会の受を։
。しました࢝
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名古屋市指定水道工事店協同組合

名古屋市民のために

わが町の水道事業と
　　� 管工事組合

名古屋市指定水道工事店協同組合理事長

穂刈　泰男

1　͡Ίʹ

ฏૉは、当組合に格ผなるごࢧԉ、ご協力を
。り厚くお礼申し上げますࣀ
この度、本誌新年号に当組合の紹介をاըし
ていただきましたことਂく感ँ申し上げます。
当組合は、ত和25（1�50）年にઃཱされ、昨年
に70प年を迎えました。શࠃతにも数のগない
内工事に特化した組合ですが、ઓޙ෮ظڵか
ら今日まで水ಓ事ۀを取りרくڥがม化する
中、ৗに上Լ水ಓ局との連携をਤることで、໊
古の水ಓ事ۀの一を୲ってきたとࣗෛして
おります。このؒ、੍ن؇和ܧޙ者ෆのӨ
では300ࣾࡏݱで最େ425ࣾを数えた組合һもڹ
となっておりますが、組合内に4つのઐҕһ
会と4つの事ۀ෦会をઃ置し、さま͟まな՝題
に対応することで、引き続きԁな組合ӡӦが
できるようめております。
特に、ܧޙ者対策と防ࡂ対策には力を入れて
取り組んでいます。ܧޙ者対策としては、੨年
෦会をઃけ、さま͟まな行事を௨して水ಓۀք
の紹介をするとともに、組合内に৬܇ۀ࿅ߍと
して「໊古ݐஙઃඋ高技術ઐߍ」をઃཱ
し、࣍を୲うएखのҭにめております。
また、防ࡂ対策としては、େنにՃえ
にඋえるたࡂԹஆ化によりස発するࣗવٿ
め、上Լ水ಓ局と防ࡂ協定をక݁し、ࡂ時の
応急給水ମ੍の取組みをڧ化するとともに、
Ҭでの防܇ࡂ࿅にもੵۃతにࢀՃしҬとの連
携をਂめています。
さらに、近年増Ճしているݕ定ຬظϝータ取
ସۀ務など上Լ水ಓ局からの受ୗۀ務のண実な
行にめることで、今ޙとも໊古の水ಓ事
。できるようめていきますݙߩの発లにۀ

2　߹ઃཱ70प年ه೦ࣜయͷதࢭ

当組合は、令和2（2020）年5月に70प年を迎
えました。શࠃ工事ۀ協同組合連合会会を
はじめ、関係団ମからごདྷෂをおটきし、70प
年記೦ࣜయٴびॕլ会をاըしておりました
が、新型コロナウイルス感染症のӨڹで中止せ
͟るをಘないというۤौのܾஅをいたしまし
た。ࣜయ会場で、記೦࢙「組合のあΏみࣣे年
した「ཧ事あいさ࡞の発行に合わせて「࢙
つ」、「ࢧ෦イϯタϏϡー」、「ҏ෩ମ験
ஊ」の記೦ಈըをྲྀし、ग़੮者のみなさんにご
ཡいただく༧定でしたがいませんでした。そ
の内容は、組合ϗーϜページでಈըにてごཡい
ただけますのでࢹௌしてください。
また、組合ઃཱ70प年記೦事ۀの一として

給水タϯΫंを上Լ水ಓ局に寄ଃさせていただ
きました（ࣸਅ1）。給水タϯΫंのお൸࿐目と
ଃఄࣜは、�月1日の「水の日」に໊古ۚγϟ
νԣஸの「ٛκーϯ」にて行われ、ึמཧ事
よりՏଜ໊古ࢢに給水ंのݤϞσルをଃ
ఄし、Տଜ໊古ࢢからは感ँঢ়とともに「α

ࣸਅ 1　��� प年ه೦事業ͷ一Ͱ給水タンΫंΛ上下
水道局ʹدଃ
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ϯΩϡーϕϦーϚッν」のお言༿をいただきま
した（ࣸਅ2）。
3　�໊ ߹ಉڠళࣄఆ水ಓࢦࢢݹ
（໊水ڠ）ͷྺ࢙

過去の記೦࢙を読みฦしてみますと、協同組
合の生いཱͪと題して、「େਖ਼3年11月先ۦ者3
໊の発意により任意組合の形で໊古ެࢢೝ水
ಓ組合として࢈を上げたのがྺ࢙の࢝まりで
あり、ࡏݱの協同組合のମである」と記ड़さ
れています。そのز、ޙ多のมભをܦて、ত和
22（1�47）年�月に໊古ࢢ水ಓ工事ۀ組合が発
し、中۠ࡩ௨りに事務ॴをߏえました。
そして、時はҠり中খۀا協同組合๏のެ

により、ত和25（1�50）年5月に๏ਓ組৫とし
て໊古ࢢ指定水ಓ工事ళ協同組合がઃཱさ
れ、ত和34（1�5�）年11月に組合のγϯϘルであ
る水ಓ会ؗがしました。組合һ数はত和25
（1�50）年に71ࣾでスタートし、ত和�0（1��5）年
には425ࣾと最େとなりました。そのޙ、ฏ�
（1���）年にެされた੍ن؇和策による指定
工事ళ੍度のมֵܧޙ者ෆによりݮগ
は300ࡏݱՃ入もありنとなりましたが、新
ࣾの組合һでӡӦしております。

4　໊水ڠͷओͳऔΈ

（1）੨年部会ͷ݁
協同組合݁当時の事ۀ主も時のܦ過ととも

に高ྸ化し、事ۀӡӦの主力がੈ࣍にҠる時
を迎え、ܧޙ者であるए者のڞ௨のみر
望を気ָに話し合ったり、૬ஊできるަྲྀの場を
ろうとの機ӡが高まりました。੨年෦の݁を࡞
目指して݁४උ会をত和�3（1���）年3月に։࠵

ࣸਅ 2　給水タンΫंͷ͓൸࿐ٴͼଃఄࣜ

し、7月にはୈ1回会ٞを։いて݁の目త会
ଇについてٞをަわし、10月24日に੨年෦
会݁૯会を։࠵してスタートをりました。
੨年෦会は会һ૬ޓのກを目తとしたՈ

会、4ྲྀަࢢ会の事ۀをӡӦするほか、組
合の事ۀにもਫ਼力తにࢀըしています。「水ݯ
見に行きୂ」として໊古ࢢ水ಓの水ݯである
ી上ྲྀҬのݝଜذෞࢁۚݝொで
どん͙りの২थਗ਼׆ಈを行って上ྲྀҬと
のަྲྀをਂめたり（ࣸਅ�）、ຖ月1回Ԇべ170
回以上։࠵している定ظؒษڧ会、水ಓिؒ
のؒظにು上ড়水場で։࠵される「なご
水ϑΣスタ」のࢀՃ（ࣸਅ�）、最େ150໊を
えるࢀՃがありました「ࢧ෦対߅スϙーπަ
ྲྀ会」などを実施しています。
さらに、ฏ2�（201�）年からは、໊古ڭࢢҭ
ҕһ会が主࠵するֶߍのڭՊॻでֶんだࣝ、技
を実ࡍに生かし、実生׆でさま͟まな՝題を見
つけてその解ܾについてֶͿ「ֶ༵शϓロάϥ
Ϝ」にࢀՃし、年ؒ2ʙ を๚問してߍのখֶߍ3
います。ֶ༵शϓロάϥϜは、Ҭ、େֶ、ຽ

ࣸਅ �　੨年部会ʹΑΔʮ水ݯ地ݟʹ行͖ୂʯ

ࣸਅ �　ʮͳ͝水ϑΣεタʯʹࢀՃ
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࢙ڷ、ࣨڭが協力し౷ܳՊֶۀاؒ
୳ࡧなどのମ験をすることで、ڙࢠたͪにとって
๛かで有意ٛな༵日を実ݱするझࢫで行われて
おり、当組合は੨年෦会を中৺にαϯϓルを
ऄۀ࡞ったखཱόϯυをܧ、し༺
組たͪに水ಓのڙࢠの取ମ験などを௨してޱ
みをཧ解してもらえるようめています（ࣸਅ�）。

ͷ設立ɺӡӦߍங設備高技術ઐ門ݐ屋ݹ໊（2）
ฏ5（1��3）年4月、࣍を୲うएख技術者の

ҭを目తに、৬ۀ力։発ଅਐ๏にͮجき、
Ѫݝ事のೝ定を受けた事ۀ内৬܇ۀ࿅ߍ
「໊古ݐஙઃඋ高技術ઐߍ」を։ߍいたし
ました（ࣸਅ�）。本ߍは当組合がӡӦ主ମとな
り、関係団ମのࢧԉをಘて、工事ۀքが事ۀ
ӡӦを行っていく上でඞ要とするݐஙઃඋにお
ける֤छࠃՈࢿ格の取ಘとۀքのχーζに応え
る技術のशಘ技者のཆにめており、先
ਐతな܇࿅ߍとして高いධՁを受けています。
給水装置工事主任技術者試験のࢿ格試験にお
いてはશࠃฏۉをかなり上回るًかしい実を
上げています。これまで274��໊ظ（うͪঁ性

�1໊）のਓࡐをૹりग़し、ظ�2ࡏݱ生が܇࿅に
ྭんでいます。

ωοτϫーΫࡦ害ରࡂ（�）
ฒびにࡂの発生を定し、ϥイϑϥイ

ϯの෮ٴچび確保にࡍし、上Լ水ಓ局との連携
のもと、ࢢຽαーϏスに寄༩することを目తに
「໊古ࢢ指定水ಓ工事ళ協同組合ωットϫー
Ϋ」をߏஙしています（ਤ1）。
ѪݝԼで度�ऑ以上のฒびにࡂ発

生時は、ཧ事を本෦とする組合ࡂ対策本
෦をઃ置し、ඃঢ়گのѲ組合һの҆൱情
報を取ಘし、ਝな応急෮چମ੍の確保にめ
ることとしています。
組合һの҆൱を確ೝするためฏ27（2015）年

4月1日から#J[҆൱確ೝγスςϜをಋ入してお
ります。このγスςϜは、ѪݝԼにେきな
が発生した場合、ొ録しているύιコϯ、携
ଳి話、タϒϨットにࣗಈで҆൱確ೝϝール
が一੪にૹ信され、ฦ信することで組合ࡂ対
策本෦において҆൱確ೝがՄとなるため、ਝ
なঢ়گѲがՄとなりϥイϑϥイϯの෮چ
。び確保のମ੍をとることができますٴ

˻#J[ ҆൱֬ೝγεテϜͷ流Ε˼
େ発生ˠ/55コϜ҆൱確ೝγスςϜˠࣗ

ಈで҆൱確ೝϝールˠ組合һから҆൱確ೝのొ
録（ฦ信）ɣ 組合ࡂ対策本෦が҆൱ঢ়گをѲ

（�）ホーϜϖーδͷ։設
情報化ࣾ会の౸དྷに合わせて組合のଘࡏを

くってもらうため、ฏ13（2001）年4月にϗー

ࣸਅ �　�ʮֶ༵शプϩάラϜʯͰ配管࡞業ऄ口ͷऔ
体験Λ࣮施

ࣸਅ Δ࣮श͚͓ʹߍங設備高技術ઐ門ݐ屋ݹ໊　�

ਤ 屋市指定水道工事ళ協同組合ωοτϫーΫݹ໊　1
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Ϝページを։ઃしました。そのޙの*5化のਐల
により、ฏ30（201�）年4月にはը面ߏ、σ
βイϯをશ面తに見すϦχϡーΞルを行い
ました。
今回のϦχϡーΞルでは、Ϣーνϡーϒを
༻したಈըを׆༻するなど、組合の事ۀをわか
りすく紹介するようにしました。また、ス
ϚートϑΥϯからも見すくӾཡできるように
し、ࢢຽの皆さまのརศ性の上にめました。

（�）修સセンターͷӡӦ
मસセϯターはฏ3（1��1）年�月に発しま
したが、ฏ5（1��3）年3月からは໊古ࢢの行
۠Ҭである1�۠を4ϒロッΫにけ、1ϒロッ
Ϋ1ܖళ24時ؒମ੍のもとӡӦにめていま
す。なお、上Լ水ಓ局のӦۀ時ؒ֎には局のҕ
ୗを受け緊急の内मસ対応を行っています。
身తな力にՃえ、मસݙ工事ళ֤ࣾのܖ
セϯター෦会においてはお٬さまからいただい
たΞϯέートにもશて目を௨すなどきめࡉか
な指ಋにより、お٬さまとのトϥϒルはなく、
ຽに҆৺して信པされる確実なӡӦをしていࢢ
ます。また、近年増Ճしているٗまがいのम
સ工事にࢢຽの皆様がඃに会わないよう、
ϗーϜページにमસセϯターಈըのୈ1、ୈ2
をΞッϓしてܒ発׆ಈをしています。

5　վਖ਼水ಓ๏ͷରԠ

水ಓ๏のվਖ਼に伴い、令和（�201）ݩ年10月1
日より指定給水装置工事事ۀ者の指定にߋ新੍
がಋ入され、指定の有ޮݶظが5年ؒとなりま
した。ࡏݱ、指定を受けている組合һは໊古
の指ࡏݱによってظ指定を受けた時نより新ࢢ
定の有ޮݶظが1ʙ 5年のൣғ内でܾすること
になり、ॳ回は233ࣾが対となりました。上
Լ水ಓ局のご協力により組合һのߋ新ख続きに
ついては、組合が取りまとめして行うこととし
たことでԁにߋ新を行うことができました。
6　�্ Լ水ಓہͱ࿈͍ͯ͠ࢪ࣮ͯ͠ܞΔ
͍ͯͭʹࡦࢪ

ฏ24（2012）年12月3日に໊古ࢢと「ࡂ
時における応急෮چ工事の協力に関する協
定」をక݁するとともに、ฏ25（2013）年5月
1日に上Լ水ಓ局の֎ֲ団ମの໊古上Լ水ಓ

૯合αーϏス᷂と「૬ޓ協力に関するج本協定」
をక݁し、これまで3回の合同防܇ࡂ࿅を実施
しました。
ୈ1回は、ฏ25（2013）年5月17日に「水・

໋をकる3日ؒ」をςーϚに、ࢀՃ者320໊でᶃ
給水タϯΫੵ載܇࿅ᶄ給水タϯΫӡൖ܇࿅ᶅԾ
ઃ給水ખઃ置܇࿅ᶆ止水ખૢ܇࡞࿅ᶇԾઃトイ
Ϩઃ置ٴびԼࣜ給水ખઆ໌ᶈหૢ܇࡞࿅
ᶉ取止水܇࿅ᶊ置コϚࣜ止水܇࿅を実施し
ました（ࣸਅ�）。
ୈ2回は、ฏ2�（2017）年5月1�日に「度

7にඋえて」をϝイϯςーϚ、「皆で連携して໋
の水をकる」をαϒςーϚに、ࢀՃ者320໊で
ᶃಓ࿏取止水ٴびิम܇࿅ᶄԾઃ給水ખઃ
置܇࿅ᶅหૢ܇࡞࿅ᶆԵ止水ખૢ܇࡞࿅ᶇ
1U給水タϯΫੵ載܇࿅ᶈ置コϚ止水܇࿅を実施
しました（ࣸਅ�）。
ୈ3回は、令和（�201）ݩ年5月17日に「い͟

という時のために」をςーϚとして、ࢀՃ者
150໊で応急給水׆ಈに特化したᶃԾઃ給水ખ

ࣸਅ�　�給水タンΫੵࡌ・ӡൖ訓練�
（ฏ2�（2�1�）年�݄1�日）

ࣸਅ�　置ίϚࢭ水訓練（ฏ2�（2�1�）年�݄1�日）
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ࣸਅ�　Ծ設給水ખ設置訓練（令和（�2�1）ݩ年�݄1�日） ࣸਅ 1�　上下水道局͔ΒԾ設給水ખ ୗدΛج�2

ઃ置܇࿅ᶄ։ઃొ録܇࿅ᶅ給水タϯΫӡൖ܇࿅
を実施しました（ࣸਅ�）。
さらに、発ࡂ時に応急給水のڌとなる応急
給水施ઃにઃ置するԾઃ給水ખについても、ฏ
2�（2014）年�月20日に۠ՖのެԂにおい
て上Լ水ಓ局から組合֤ࢧ෦2ج、合ج32ܭ
の寄ୗを受けました（ࣸਅ1�）。そのޙ、ฏ2�
（201�）年�月3日には、上Լ水ಓ局と「ࡂ時に
おけるԾઃ給水ખઃ置に関する協定」をక݁
し、ߓ۠ߓެԂにおいてԾઃ給水ખઃ置と受
水܇࿅が行われました（ࣸਅ11）。ࡏݱ給水۠Ҭ
内で10�Χॴ・115جのԾઃ給水ખの寄ୗを受け、
、ಈにඋえています。そのଞ׆時の応急給水ࡂ
໊古ࢢ૯合水防܇࿅をはじめ֤Ҭでの防ࡂ
Ճ・協力してࢀ࿅に܇ࡂ࿅上Լ水ಓ局の防܇
います。
近年では、ݕ定ຬظϝータ取ସۀ務など、上
Լ水ಓ局からのҕୗۀ務も増Ճにあること

ࣸਅ11　�Ծ設給水ખ設置・ड水訓練�
（ฏ2�（2�1�）年�݄�日）

から、防ࡂ対策にՃえ日ʑのۀ務においても、
これまで以上に上Լ水ಓ局との連携をີにする
ことで、「҆৺҆શでおいしい水」の҆定ڙ給と
「அ水のないなごの水ಓ」のܧ続に寄༩してい
きます。
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ެ�ऺ�Ӵ�ੜ�֓�

ྩ̎�
ɹɹ給水装置ࣄ
ɹओٕज़ऀݧࢼ

1

公 衆 衛 生 概 論

問題　1  化学物質の飲料水への汚染原因と影響に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水道原水中の有機物と浄水場で注入される凝集剤とが反応し、浄水処理や給配水の過程

で、発がん性物質として疑われるトリハロメタン類が生成する。

⑵ ヒ素の飲料水への汚染は、地質、鉱山排水、工場排水等に由来する。海外では、飲料用

の地下水や河川水がヒ素に汚染されたことによる、慢性中毒症が報告されている。

⑶ 鉛製の給水管を使用すると、鉛は pH 値やアルカリ度が低い水に溶出しやすく、体内へ

の蓄積により毒性を示す。

⑷ 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素は、窒素肥料、家庭排水、下水等に由来する。乳幼児が経

口摂取することで、急性影響としてメトヘモグロビン血症によるチアノーゼを引き起こす。

問題　2  水道の利水障害（日常生活での水利用への差し障り）とその原因物質に関する次の組み合わ

せのうち、不適当なものはどれか。

利水障害 原因物質

⑴ 泡だち 界面活性剤

⑵ 味　　 亜鉛、塩素イオン

⑶ カビ臭 アルミニウム、フッ素

⑷ 色　　 鉄、マンガン
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2

問題　3  残留塩素と消毒効果に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 残留塩素とは、消毒効果のある有効塩素が水中の微生物を殺菌消毒したり、有機物を酸

化分解した後も水中に残留している塩素のことである。

⑵ 給水栓における水は、遊離残留塩素が 0.4 mg/L 以上又は結合残留塩素が 0.1 mg/L

以上を保持していなくてはならない。

⑶ 塩素系消毒剤として使用されている次亜塩素酸ナトリウムは、光や温度の影響を受けて

徐々に分解し、有効塩素濃度が低下する。

⑷ 残留塩素濃度の測定方法の一つとして、ジエチル-p-フェニレンジアミン（DPD）と反

応して生じる桃～桃赤色を標準比色液と比較して測定する方法がある。

1
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3

水 道 行 政

問題　4  水質管理に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水道事業者は、毎事業年度の開始前に水質検査計画を策定しなければならない。

⑵ 水道事業者は、供給される水の色及び濁り並びに消毒の残留効果に関する検査を、 3 日

に 1 回以上行わなければならない。

⑶ 水道事業者は、水質基準項目に関する検査を、項目によりおおむね 1 カ月に 1 回以上、

又は 3 カ月に 1 回以上行わなければならない。

⑷ 水道事業者は、その供給する水が人の健康を害するおそれのあることを知ったときは、

直ちに給水を停止し、かつ、その水を使用することが危険である旨を関係者に周知させる

措置を講じなければならない。

⑸ 水道事業者は、水道の取水場、浄水場又は配水池において業務に従事している者及びこ

れらの施設の設置場所の構内に居住している者について、厚生労働省令の定めるところに

より、定期及び臨時の健康診断を行わなければならない。

問題　5  簡易専用水道の管理基準に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水槽の掃除を 2 年に 1 回以上定期に行う。

⑵ 有害物や汚水等によって水が汚染されるのを防止するため、水槽の点検等を行う。

⑶ 給水栓により供給する水に異常を認めたときは、必要な水質検査を行う。

⑷ 供給する水が人の健康を害するおそれがあることを知ったときは、直ちに給水を停止する。

3
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問題　6  平成 30 年に一部改正された水道法に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 国、都道府県及び市町村は水道の基盤の強化に関する施策を策定し、推進又は実施する

よう努めなければならない。

⑵ 国は広域連携の推進を含む水道の基盤を強化するための基本方針を定め、都道府県は基

本方針に基づき、関係市町村及び水道事業者等の同意を得て、水道基盤強化計画を定める

ことができる。

⑶ 水道事業者は、水道施設を適切に管理するための水道施設台帳を作成、保管しなければ

ならない。

⑷ 指定給水装置工事事業者の 5 年更新制度が導入されたことに伴って、その指定給水装置

工事事業者が選任する給水装置工事主任技術者も 5 年ごとに更新を受けなければならない。

問題　7  指定給水装置工事事業者の 5 年ごとの更新時に、水道事業者が確認することが望ましい事

項に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 指定給水装置工事事業者の講習会の受講実績

イ 指定給水装置工事事業者の受注実績

ウ 給水装置工事主任技術者等の研修会の受講状況

エ 適切に作業を行うことができる技能を有する者の従事状況

ア イ ウ エ

⑴  正 誤 正 正

⑵  誤 正 正 誤

⑶  正 誤 正 誤

⑷  誤 誤 誤 正
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問題　8  水道法第 14 条の供給規程に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはど

れか。

ア 水道事業者は、料金、給水装置工事の費用の負担区分その他の供給条件について、供給

規程を定めなければならない。

イ 水道事業者は、供給規程を、その実施の日以降に速やかに一般に周知させる措置をとら

なければならない。

ウ 供給規程は、特定の者に対して不当な差別的取扱いをするものであってはならない。

エ 専用水道が設置される場合においては、専用水道に関し、水道事業者及び当該専用水道

の設置者の責任に関する事項が、供給規程に適正、かつ、明確に定められている必要がある。

ア イ ウ エ

⑴  正 正 誤 誤

⑵  誤 正 正 誤

⑶  正 誤 正 正

⑷  誤 正 誤 正

⑸  正 誤 正 誤
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問題　9  水道法第 15 条の給水義務に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはど

れか。

ア 水道事業者は、当該水道により給水を受ける者が正当な理由なしに給水装置の検査を拒

んだときには、供給規程の定めるところにより、その者に対する給水を停止することがで

きる。

イ 水道事業者は、災害その他正当な理由があってやむを得ない場合には、給水区域の全部

又は一部につきその間給水を停止することができる。

ウ 水道事業者は、事業計画に定める給水区域外の需要者から給水契約の申込みを受けたと

しても、これを拒んではならない。

エ 水道事業者は、給水区域内であっても配水管が未布設である地区からの給水の申込みが
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給 水 装 置 工 事 法

問題　10 水道法施行規則第 36 条の指定給水装置工事事業者の事業の運営に関する次の記述の 

内に入る語句の組み合わせのうち、正しいものはどれか。

法施行規則第 36 条第 1 項第 2 号における「適切に作業を行うことができる技能を有する

者」とは、配水管への分水栓の取付け、配水管の穿孔、給水管の接合等の配水管から給水管

を分岐する工事に係る作業及び当該分岐部分から ア までの配管工事に係る作業につ

いて、配水管その他の地下埋設物に変形、破損その他の異常を生じさせることがないよう、

適切な イ 、 ウ 、地下埋設物の エ の方法を選択し、正確な作業を実

施することができる者をいう。

ア イ ウ エ

⑴ 水道メーター 資機材 工法 防護

⑵ 止 水 栓 材 料 工程 防護

⑶ 水道メーター 材 料 工程 移設

⑷ 止 水 栓 資機材 工法 移設

問題　11 配水管からの給水管の取出し方法に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ サドル付分水栓によるダクタイル鋳鉄管の分岐穿孔に使用するドリルは、モルタルライ

ニング管の場合とエポキシ樹脂粉体塗装管の場合とで形状が異なる。

⑵ サドル付分水栓の穿孔作業に際し、サドル付分水栓の吐水部へ排水ホースを連結させ、

ホース先端は下水溝などへ直接接続し確実に排水する。

⑶ ダクタイル鋳鉄管に装着する防食コアは非密着形と密着形があるが、挿入機は製造業者

及び機種等により取扱いが異なるので、必ず取扱説明書をよく読んで器具を使用する。

⑷ 割Ｔ字管は、配水管の管軸水平部にその中心がくるように取付け、給水管の取出し方向

及び割Ｔ字管が管水平方向から見て傾きがないか確認する。

7
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問題　12 サドル付分水栓穿孔工程に関する⑴から⑸までの手順の記述のうち、不適当なものはどれ

か。

⑴ 配水管がポリエチレンスリーブで被覆されている場合は、サドル付分水栓取付け位置の

中心線より 20 cm 程度離れた両位置を固定用ゴムバンド等により固定してから、中心線

に沿って切り開き、固定した位置まで折り返し、配水管の管肌をあらわす。

⑵ サドル付分水栓のボルトナットの締め付けは、全体に均一になるように行う。

⑶ サドル付分水栓の頂部のキャップを取外し、弁（ボール弁又はコック）の動作を確認して

から弁を全閉にする。

⑷ サドル付分水栓の頂部に穿孔機を静かに載せ、サドル付分水栓と一体となるように固定

する。

⑸ 穿孔作業は、刃先が管面に接するまでハンドルを静かに回転させ、穿孔を開始する。最

初はドリルの芯がずれないようにゆっくりとドリルを下げる。

問題　13 給水管の埋設深さ及び占用位置に関する次の記述の 内に入る語句の組み合わせ

のうち、正しいものはどれか。

道路法施行令第 11 条の 3 第 1 項第 2 号ロでは、埋設深さについて「水管又はガス管の本線

の頂部と路面との距離が ア （工事実施上やむを得ない場合にあっては イ ）を

超えていること」と規定されている。しかし、他の埋設物との交差の関係等で、土被りを標

準又は規定値まで取れない場合は、 ウ と協議することとし、必要な防護措置を施す。

宅地内における給水管の埋設深さは、荷重、衝撃等を考慮して エ 以上を標準とす

る。

ア イ ウ エ

⑴ 1.5 m 0.9 m 道路管理者 0.5 m

⑵ 1.2 m 0.9 m 水道事業者 0.5 m

⑶ 1.2 m 0.6 m 道路管理者 0.3 m

⑷ 1.5 m 0.6 m 水道事業者 0.3 m

⑸ 1.2 m 0.9 m 道路管理者 0.5 m
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問題　14 給水管の明示に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 道路部分に布設する口径 75 mm 以上の給水管に明示テープを設置する場合は、明示

テープに埋設物の名称、管理者、埋設年度を表示しなければならない。

⑵ 宅地部分に布設する給水管の位置については、維持管理上必要がある場合には、明示杭

等によりその位置を明示することが望ましい。

⑶ 掘削機械による埋設物の毀損事故を防止するため、道路内に埋設する際は水道事業者の

指示により、指定された仕様の明示シートを指示された位置に設置する。

⑷ 水道事業者によっては、管の天端部に連続して明示テープを設置することを義務付けて

いる場合がある。

⑸ 明示テープの色は、水道管は青色、ガス管は黄色、下水道管は緑色とされている。

問題　15 水道メーターの設置に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 水道メーターの呼び径が 13～40 mm の場合は、金属製、プラスチック製又はコンク

リート製等のメーターボックス（ます）とする。

イ メーターボックス（ます）及びメーター室は、水道メーター取替え作業が容易にできる大

きさとし、交換作業の支障になるため、止水栓を設置してはならない。

ウ 水道メーターの設置に当たっては、メーターに表示されている流水方向の矢印を確認し

た上で水平に取り付ける。

エ 新築の集合住宅等の各戸メーターの設置には、メーターバイパスユニットを使用する建

物が多くなっている。

ア イ ウ エ

⑴  誤 正 誤 正

⑵  正 誤 正 誤

⑶  誤 誤 正 誤

⑷  正 正 誤 正

⑸  正 誤 正 正
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問題　16 給水装置の異常現象に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 既設給水管に亜鉛めっき鋼管が使用されていると、内部に赤錆が発生しやすく、年月を

経るとともに給水管断面が小さくなるので出水不良を起こすおそれがある。

⑵ 水道水が赤褐色になる場合は、水道管内の錆が剥離・流出したものである。

⑶ 配水管の工事等により断水すると、通水の際スケール等が水道メーターのストレーナに

付着し出水不良となることがあるので、この場合はストレーナを清掃する。

⑷ 配水管工事の際に水道水に砂や鉄粉が混入した場合、給水用具を損傷することもあるの

で、まず給水栓を取り外して、管内からこれらを除去する。

⑸ 水道水から黒色の微細片が出る場合、止水栓や給水栓に使われているパッキンのゴムや

フレキシブル管の内層部の樹脂等が劣化し、栓の開閉を行った際に細かく砕けて出てくる

のが原因だと考えられる。

問題　17 配管工事の留意点に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 地階あるいは 2 階以上に配管する場合は、原則として各階ごとに逆止弁を設置する。

⑵ 行き止まり配管の先端部、水路の上越し部、鳥居配管となっている箇所等のうち、空気

溜まりを生じるおそれがある場所などで空気弁を設置する。

⑶ 給水管を他の埋設管に近接して布設すると、漏水によるサンドブラスト（サンドエロー

ジョン）現象により他の埋設管に損傷を与えるおそれがあることなどのため、原則として

30 cm 以上離隔を確保し配管する。

⑷ 高水圧を生じるおそれのある場所には、減圧弁を設置する。

⑸ 宅地内の配管は、できるだけ直線配管とする。

10
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問題　18 消防法の適用を受けるスプリンクラーに関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水道直結式スプリンクラー設備の工事は、水道法に定める給水装置工事として指定給水

装置工事事業者が施工する。

⑵ 災害その他正当な理由によって、一時的な断水や水圧低下等により水道直結式スプリン

クラー設備の性能が十分発揮されない状況が生じても水道事業者に責任がない。

⑶ 湿式配管による水道直結式スプリンクラー設備は、停滞水が生じないよう日常生活にお

いて常時使用する水洗便器や台所水栓等の末端給水栓までの配管途中に設置する。

⑷ 乾式配管による水道直結式スプリンクラー設備は、給水管の分岐から電動弁までの間の

停滞水をできるだけ少なくするため、給水管分岐部と電動弁との間を短くすることが望ま

しい。

⑸ 水道直結式スプリンクラー設備の設置に当たり、分岐する配水管からスプリンクラー

ヘッドまでの水理計算及び給水管、給水用具の選定は、給水装置工事主任技術者が行う。

問題　19 給水管の配管工事に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水道用ポリエチレン二層管（ 1 種管）の曲げ半径は、管の外径の 25 倍以上とする。

⑵ 水道配水用ポリエチレン管の曲げ半径は、長尺管の場合には外径の 30 倍以上、 5 m 管

と継手を組み合わせて施工の場合には外径の 75 倍以上とする。

⑶ ステンレス鋼鋼管を曲げて配管するとき、継手の挿し込み寸法等を考慮して、曲がりの

始点又は終点からそれぞれ 10 cm 以上の直管部分を確保する。

⑷ ステンレス鋼鋼管を曲げて配管するときの曲げ半径は、管軸線上において、呼び径の

10 倍以上とする。
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給 水 装 置 の 構 造 及 び 性 能

問題　20 水道法第 17 条（給水装置の検査）の次の記述において 内に入る語句の組み合わ

せのうち、正しいものはどれか。

水道事業者は、 ア 、その職員をして、当該水道によって水の供給を受ける者の土

地又は建物に立ち入り、給水装置を検査させることができる。ただし、人の看守し、若しく

は人の住居に使用する建物又は イ に立ち入るときは、その看守者、居住者又は

ウ の同意を得なければならない。

ア イ ウ

⑴ 年末年始以外に限り 閉鎖された門内 土地又は建物の所有者

⑵ 日出後日没前に限り 施錠された門内 土地又は建物の所有者

⑶ 年末年始以外に限り 施錠された門内 これらに代るべき者

⑷ 日出後日没前に限り 閉鎖された門内 これらに代るべき者

問題　21 給水装置の構造及び材質の基準に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 最終の止水機構の流出側に設置される給水用具は、高水圧が加わらないことなどから耐

圧性能基準の適用対象から除外されている。

⑵ パッキンを水圧で圧縮することにより水密性を確保する構造の給水用具は、耐圧性能試

験により 0.74 メガパスカルの静水圧を 1 分間加えて異常が生じないこととされている。

⑶ 給水装置は、厚生労働大臣が定める耐圧に関する試験により 1.75 メガパスカルの静水

圧を 1 分間加えたとき、水漏れ、変形、破損その他の異常を生じないこととされている。

⑷ 家屋の主配管は、配管の経路について構造物の下の通過を避けること等により漏水時の

修理を容易に行うことができるようにしなければならない。
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問題　22 配管工事後の耐圧試験に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 配管工事後の耐圧試験の水圧は、水道事業者が給水区域内の実情を考慮し、定めること

ができる。

⑵ 給水装置の接合箇所は、水圧に対する充分な耐力を確保するためにその構造及び材質に

応じた適切な接合が行われているものでなければならない。

⑶ 水道用ポリエチレン二層管、水道給水用ポリエチレン管、架橋ポリエチレン管、ポリブ

テン管の配管工事後の耐圧試験を実施する際は、管が膨張し圧力が低下することに注意し

なければならない。

⑷ 配管工事後の耐圧試験を実施する際は、分水栓、止水栓等止水機能のある給水用具の弁

はすべて「閉」状態で実施する。

⑸ 配管工事後の耐圧試験を実施する際は、加圧圧力や加圧時間を適切な大きさ、長さにし

なくてはならない。過大にすると柔軟性のある合成樹脂管や分水栓等の給水用具を損傷す

るおそれがある。

問題　23 給水装置の浸出性能基準に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 浸出性能基準は、給水装置から金属等が浸出し、飲用に供される水が汚染されることを

防止するためのものである。

イ 金属材料の浸出性能試験は、最終製品で行う器具試験のほか、部品試験や材料試験も選

択することができる。

ウ 浸出性能基準の適用対象外の給水用具の例として、ふろ用の水栓、洗浄便座、ふろ給湯

専用の給湯機があげられる。

エ 営業用として使用される製氷機は、給水管との接続口から給水用具内の水受け部への吐

水口までの間の部分について評価を行えばよい。

ア イ ウ エ

⑴  正 正 誤 正

⑵  正 誤 正 正

⑶  誤 誤 誤 正

⑷  正 正 正 誤

⑸  誤 正 誤 誤
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問題　24 水撃作用の防止に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 水撃作用の発生により、給水管に振動や異常音がおこり、頻繁に発生すると管の破損や

継手の緩みを生じ、漏水の原因ともなる。

イ 空気が抜けにくい鳥居配管がある管路は水撃作用が発生するおそれがある。

ウ 水撃作用の発生のおそれのある箇所には、その直後に水撃防止器具を設置する。

エ 水槽にボールタップで給水する場合は、必要に応じて波立ち防止板などを設置すること

が水撃作用の防止に有効である。

ア イ ウ エ

⑴  正 誤 誤 正

⑵  正 正 誤 正

⑶  誤 正 正 誤

⑷  誤 誤 正 誤

⑸  正 誤 正 正

問題　25 給水装置の逆流防止に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水が逆流するおそれのある場所に、給水装置の構造及び材質の基準に関する省令に適合

したバキュームブレーカを設置する場合は、水受け容器の越流面の上方 150 mm 以上の

位置に設置する。

⑵ 吐水口を有する給水装置から浴槽に給水する場合は、越流面からの吐水口空間は

50 mm 以上を確保する。

⑶ 吐水口を有する給水装置からプール等の波立ちやすい水槽に給水する場合は、越流面か

らの吐水口空間は 100 mm 以上を確保する。

⑷ 逆止弁は、逆圧により逆止弁の二次側の水が一次側に逆流するのを防止する給水用具で

ある。
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問題　26 寒冷地における凍結防止対策として設置する水抜き用の給水用具の設置に関する次の記述

のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水抜き用の給水用具は水道メーター上流側に設置する。

⑵ 水抜き用の給水用具の排水口付近には、水抜き用浸透ますの設置又は切込砂利等により

埋戻し、排水を容易にする。

⑶ 汚水ます等に直接接続せず、間接排水とする。

⑷ 水抜き用の給水用具以降の配管は、できるだけ鳥居配管やＵ字形の配管を避ける。

⑸ 水抜き用の給水用具以降の配管が長い場合には、取外し可能なユニオン、フランジ等を

適切な箇所に設置する。

問題　27 給水装置の耐寒に関する基準に関する次の記述において、 内に入る数値の組み

合わせのうち、正しいものはどれか。

屋外で気温が著しく低下しやすい場所その他凍結のおそれのある場所に設置されている給

水装置のうち、減圧弁、逃し弁、逆止弁、空気弁及び電磁弁にあっては、厚生労働大臣が定

める耐久に関する試験により ア 万回の開閉操作を繰り返し、かつ、厚生労働大臣が

定める耐寒に関する試験により イ 度プラスマイナス ウ 度の温度で エ

時間保持した後通水したとき、当該給水装置に係る耐圧性能、水撃限界性能、逆流防止性能

及び負圧破壊性能を有するものでなければならないとされている。

ア イ ウ エ

⑴ 1 0 5 1

⑵ 1 -20 2 2

⑶ 10 -20 2 1

⑷ 10 0 2 2

⑸ 10 0 5 1
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問題　28 飲用に供する水の汚染防止に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはど

れか。

ア 末端部が行き止まりとなる配管が生じたため、その末端部に排水機構を設置した。

イ シアンを扱う施設に近接した場所であったため、ライニング鋼管を用いて配管した。

ウ 有機溶剤が浸透するおそれのある場所であったため、硬質ポリ塩化ビニル管を使用した。

エ 配管接合用シール材又は接着剤は、これらの物質が水道水に混入し、油臭、薬品臭等が

発生する場合があるので、必要最小限の量を使用した。

ア イ ウ エ

⑴  誤 誤 正 誤

⑵  誤 正 正 誤

⑶  正 誤 正 正

⑷  正 誤 誤 正

⑸  正 正 誤 正

問題　29 クロスコネクションに関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア クロスコネクションは、水圧状況によって給水装置内に工業用水、排水、ガス等が逆流

するとともに、配水管を経由して他の需要者にまでその汚染が拡大する非常に危険な配管

である。

イ 給水管と井戸水配管の間に逆流を防止するための逆止弁を設置すれば直接連結してもよい。

ウ 給水装置と受水槽以下の配管との接続はクロスコネクションではない。

エ 一時的な仮設であれば、給水装置とそれ以外の水管を直接連結することができる。

ア イ ウ エ

⑴  正 誤 誤 正

⑵  誤 正 正 正

⑶  正 誤 正 誤

⑷  誤 正 正 誤

⑸  正 誤 誤 誤
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問題　28 飲用に供する水の汚染防止に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはど

れか。

ア 末端部が行き止まりとなる配管が生じたため、その末端部に排水機構を設置した。

イ シアンを扱う施設に近接した場所であったため、ライニング鋼管を用いて配管した。

ウ 有機溶剤が浸透するおそれのある場所であったため、硬質ポリ塩化ビニル管を使用した。

エ 配管接合用シール材又は接着剤は、これらの物質が水道水に混入し、油臭、薬品臭等が

発生する場合があるので、必要最小限の量を使用した。

ア イ ウ エ

⑴  誤 誤 正 誤

⑵  誤 正 正 誤

⑶  正 誤 正 正

⑷  正 誤 誤 正

⑸  正 正 誤 正

問題　29 クロスコネクションに関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア クロスコネクションは、水圧状況によって給水装置内に工業用水、排水、ガス等が逆流

するとともに、配水管を経由して他の需要者にまでその汚染が拡大する非常に危険な配管

である。

イ 給水管と井戸水配管の間に逆流を防止するための逆止弁を設置すれば直接連結してもよい。

ウ 給水装置と受水槽以下の配管との接続はクロスコネクションではない。

エ 一時的な仮設であれば、給水装置とそれ以外の水管を直接連結することができる。

ア イ ウ エ

⑴  正 誤 誤 正

⑵  誤 正 正 正

⑶  正 誤 正 誤

⑷  誤 正 正 誤

⑸  正 誤 誤 誤
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給 水 装 置 計 画 論

問題　30 給水装置工事の基本計画に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれ

か。

ア 給水装置の基本計画は、基本調査、給水方式の決定、計画使用水量及び給水管口径等の

決定からなっており、極めて重要である。

イ 給水装置工事の依頼を受けた場合は、現場の状況を把握するために必要な調査を行う。

ウ 基本調査のうち、下水道管、ガス管、電気ケーブル、電話ケーブルの口径、布設位置に

ついては、水道事業者への確認が必要である。

エ 基本調査は、計画・施工の基礎となるものであり、調査の結果は計画の策定、施工、さ

らには給水装置の機能にも影響する重要な作業である。

ア イ ウ エ

⑴  誤 正 正 誤

⑵  正 誤 誤 正

⑶  正 正 誤 正

⑷  正 正 誤 誤

⑸  誤 誤 正 正

�ը�ܭ��ਫ��ஔڅ
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問題　31 給水方式の決定に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 直結直圧式の範囲拡大の取り組みとして水道事業者は、現状における配水管からの水圧

等の供給能力及び配水管の整備計画と整合させ、逐次その対象範囲の拡大を図っており、

5 階を超える建物をその対象としている水道事業者もある。

⑵ 圧力水槽式は、小規模の中層建物に多く使用されている方式で、受水槽を設置せずにポ

ンプで圧力水槽に貯え、その内部圧力によって給水する方式である。

⑶ 直結増圧式による各戸への給水方法として、給水栓まで直接給水する直送式と、高所に

置かれた受水槽に一旦給水し、そこから給水栓まで自然流下させる高置水槽式がある。

⑷ 直結・受水槽併用式は、一つの建物内で直結式及び受水槽式の両方の給水方式を併用す

るものである。

⑸ 直結給水方式は、配水管から需要者の設置した給水装置の末端まで有圧で直接給水する

方式で、水質管理がなされた安全な水を需要者に直接供給することができる。

問題　32 給水方式における直結式に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 当該水道事業者の直結給水システムの基準に従い、同時使用水量の算定、給水管の口径

決定、直結加圧形ポンプユニットの揚程の決定等を行う。

⑵ 直結加圧形ポンプユニットは、算定した同時使用水量が給水装置に流れたとき、その末

端最高位の給水用具に一定の余裕水頭を加えた高さまで水位を確保する能力を持たなけれ

ばならない。

⑶ 直結増圧式は、配水管が断水したときに給水装置からの逆圧が大きいことから直結加圧

形ポンプユニットに近接して水抜き栓を設置しなければならない。

⑷ 直結式給水は、配水管の水圧で直接給水する方式（直結直圧式）と、給水管の途中に直結

加圧形ポンプユニットを設置して給水する方式（直結増圧式）がある。
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問題　33 直結式給水による30戸の集合住宅での同時使用水量として、次のうち、最も適当なもの

はどれか。

ただし、同時使用水量は、標準化した同時使用水量により計算する方法によるものとし、

1戸当たりの末端給水用具の個数と使用水量、同時使用率を考慮した末端給水用具数、並び

に集合住宅の給水戸数と同時使用戸数率は、それぞれ表－1から表－3のとおりとする。

⑴ 750 L/min

⑵ 780 L/min

⑶ 810 L/min

⑷ 840 L/min

⑸ 870 L/min

表－2　末端給水用具数と同時使用水量比

総末端給水用具数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 15 20 30

同時使用水量比 1.0 1.4 1.7 2.0 2.2 2.4 2.6 2.8 2.9 3.0 3.5 4.0 5.0

表－3　給水戸数と同時使用戸数率

戸数 1～ 3 4 ～10 11～20 21～30 31～40 41～60 61～80 81～100

同時使用戸数率（％） 100 90 80 70 65 60 55 50

表－1　 1戸当たりの末端給水用具の個数と使用水量

給水用具 個数 使用水量（L/min）

台所流し 1 20

洗濯流し 1 20

洗面器 1 10

浴槽（和式） 1 30

大便器（洗浄タンク） 1 15

手洗器 1  5
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問題　34 図－1に示す管路において、流速V2の値として、最も適当なものはどれか。

ただし、口径D1= 40mm、D2= 25mm、流速V1= 1.0m/sとする。

⑴ 1.6m/s

⑵ 2.1m/s

⑶ 2.6m/s

⑷ 3.1m/s

⑸ 3.6m/s

V1= 1.0m/s V2

口径D1= 40mm 口径D2= 25mm

図－1　管路図

問題　35 図－1に示す給水装置におけるＢ点の余裕水頭として、次のうち、最も適当なものはどれか。

ただし、計算に当たってＡ～Ｂ間の給水管の摩擦損失水頭、分水栓、甲形止水栓、水道

メーター及び給水栓の損失水頭は考慮するが、曲がりによる損失水頭は考慮しないものとす

る。また、損失水頭等は、図－2から図－4を使用して求めるものとし、計算に用いる数値

条件は次のとおりとする。

① Ａ点における配水管の水圧　水頭として20m

② 給水栓の使用水量　0.6 L/s

③ Ａ～Ｂ間の給水管、分水栓、甲形止水栓、水道メーター及び給水栓の口径20mm

⑴  3.6m

⑵  5.4m

⑶  7.4m

⑷  9.6m

⑸ 10.6m

給水栓

給水管高低差 3.
0m

1.
0m

高低差

Ａ

Ｂ

Ｍ

4.0m 12.0m

甲形止水栓 水道メーター分水栓

配水管

図－1　給水装置図
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給 水 装 置 工 事 事 務 論

問題　36 水道法に定める給水装置工事主任技術者に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 給水装置工事主任技術者試験の受験資格である「給水装置工事の実務の経験」とは、給水

装置の工事計画の立案、現場における監督、施行の計画、調整、指揮監督又は管理する職

務に従事した経験、及び、給水管の配管、給水用具の設置その他給水装置工事の施行を実

地に行う職務に従事した経験のことをいい、これらの職務に従事するための見習い期間中

の技術的な経験は対象とならない。

⑵ 給水装置工事主任技術者の職務のうち「給水装置工事に関する技術上の管理」とは、事前

調査、水道事業者等との事前調整、給水装置の材料及び機材の選定、工事方法の決定、施

工計画の立案、必要な機械器具の手配、施工管理及び工程毎の仕上がり検査等の管理をい

う。

⑶ 給水装置工事主任技術者の職務のうち「給水装置工事に従事する者の技術上の指導監

督」とは、工事品質の確保に必要な、工事に従事する者の技能に応じた役割分担の指示、

分担させた従事者に対する品質目標、工期その他施工管理上の目標に適合した工事の実施

のための随時の技術的事項の指導及び監督をいう。

⑷ 給水装置工事主任技術者の職務のうち「水道事業者の給水区域において施行する給水装

置工事に関し、当該水道事業者と行う連絡又は調整」とは、配水管から給水管を分岐する

工事を施行しようとする場合における配水管の位置の確認に関する連絡調整、工事に係る

工法、工期その他の工事上の条件に関する連絡調整、及び軽微な変更を除く給水装置工事

を完了した旨の連絡のことをいう。
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問題　37 労働安全衛生法施行令に規定する作業主任者を選任しなければならない作業に関する次の

記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 掘削面の高さが 1.5 m 以上となる地山の掘削の作業

イ 土止め支保工の切りばり又は腹おこしの取付け又は取外しの作業

ウ 酸素欠乏危険場所における作業

エ つり足場、張り出し足場又は高さが 5 m 以上の構造の足場の組み立て、解体又は変更

作業

ア イ ウ エ

⑴  誤 正 正 正

⑵  正 誤 誤 正

⑶  誤 正 正 誤

⑷  正 誤 正 誤

⑸  誤 誤 誤 正

問題　38 給水管に求められる性能基準に関する次の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

⑴ 耐圧性能基準と耐久性能基準

⑵ 浸出性能基準と耐久性能基準

⑶ 浸出性能基準と水撃限界性能基準

⑷ 水撃限界性能基準と耐久性能基準

⑸ 耐圧性能基準と浸出性能基準
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問題　39 給水管及び給水用具の性能基準適合性の自己認証に関する次の記述のうち、適当なものは

どれか。

⑴ 需要者が給水用具を設置するに当たり、自ら希望する製品を自らの責任で設置すること

をいう。

⑵ 製造者等が自ら又は製品試験機関等に委託して得たデータや作成した資料等によって、

性能基準適合品であることを証明することをいう。

⑶ 水道事業者自らが性能基準適合品であることを証明することをいう。

⑷ 指定給水装置工事事業者が工事で使用する前に性能基準適合性を証明することをいう。

問題　40 給水装置工事主任技術者と建設業法に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 建設業の許可は、一般建設業許可と特定建設業許可の二つがあり、どちらの許可も建設

工事の種類ごとに許可を取得することができる。

⑵ 水道法による給水装置工事主任技術者免状の交付を受けた後、管工事に関し 1 年以上の

実務経験を有する者は、管工事業に係る営業所専任技術者になることができる。

⑶ 所属する建設会社と直接的で恒常的な雇用契約を締結している営業所専任技術者は、勤

務する営業所の請負工事で、現場の業務に従事しながら営業所での職務も遂行できる距離

と常時連絡を取れる体制を確保できれば、当該工事の専任を要しない監理技術者等になる

ことができる。

⑷ 2 以上の都道府県の区域内に営業所を設けて建設業を営もうとする者は、本店のある管

轄の都道府県知事の許可を受けなければならない。

25

問題　39 給水管及び給水用具の性能基準適合性の自己認証に関する次の記述のうち、適当なものは

どれか。

⑴ 需要者が給水用具を設置するに当たり、自ら希望する製品を自らの責任で設置すること

をいう。

⑵ 製造者等が自ら又は製品試験機関等に委託して得たデータや作成した資料等によって、

性能基準適合品であることを証明することをいう。

⑶ 水道事業者自らが性能基準適合品であることを証明することをいう。

⑷ 指定給水装置工事事業者が工事で使用する前に性能基準適合性を証明することをいう。

問題　40 給水装置工事主任技術者と建設業法に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 建設業の許可は、一般建設業許可と特定建設業許可の二つがあり、どちらの許可も建設

工事の種類ごとに許可を取得することができる。

⑵ 水道法による給水装置工事主任技術者免状の交付を受けた後、管工事に関し 1 年以上の

実務経験を有する者は、管工事業に係る営業所専任技術者になることができる。

⑶ 所属する建設会社と直接的で恒常的な雇用契約を締結している営業所専任技術者は、勤

務する営業所の請負工事で、現場の業務に従事しながら営業所での職務も遂行できる距離

と常時連絡を取れる体制を確保できれば、当該工事の専任を要しない監理技術者等になる

ことができる。

⑷ 2 以上の都道府県の区域内に営業所を設けて建設業を営もうとする者は、本店のある管

轄の都道府県知事の許可を受けなければならない。



Vol.22  No.1  2021. 冬季（新年）号 ●

●
き
ゅ
う
す
い
工
事

50

�ਫ��ஔ�ͷ�֓�ཁڅ

1

給 水 装 置 の 概 要

問題　41 給水管に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 硬質ポリ塩化ビニル管は、耐食性、特に耐電食性に優れ、他の樹脂管に比べると引張降

伏強さが大きい。

⑵ ポリブテン管は、有機溶剤、ガソリン、灯油等に接すると、管に浸透し、管の軟化・劣

化や水質事故を起こすことがあるので、これらの物質と接触させないよう注意が必要である。

⑶ 耐衝撃性硬質ポリ塩化ビニル管は、硬質ポリ塩化ビニル管を外力がかかりやすい屋外配

管用に改良したものであり、長期間直射日光に当たっても耐衝撃強度が低下しない。

⑷ ステンレス鋼鋼管は、鋼管に比べると特に耐食性が優れている。また、薄肉だが強度的

に優れ、軽量化しているので取扱いが容易である。

⑸ 架橋ポリエチレン管は、長尺物のため、中間での接続が不要になり、施工も容易である。

その特性から、給水・給湯の住宅の屋内配管で使用されている。

問題　42 給水管に関する次の記述のうち、適当なものはどれか。

⑴ ダクタイル鋳鉄管の内面防食は、直管はモルタルライニングとエポキシ樹脂粉体塗装が

あり、異形管はモルタルライニングである。

⑵ 水道用ポリエチレン二層管は、柔軟性があり現場での手曲げ配管が可能であるが、低温

での耐衝撃性が劣るため、寒冷地では使用しない。

⑶ ポリブテン管は、高温時では強度が低下するため、温水用配管には適さない。

⑷ 銅管は、アルカリに侵されず、スケールの発生も少ないが、遊離炭酸が多い水には適さ

ない。

⑸ 硬質塩化ビニルライニング鋼管は、鋼管の内面に硬質塩化ビニルをライニングした管で、

外面仕様はすべて亜鉛めっきである。
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問題　43 給水管及び継手に関する次の記述の 内に入る語句の組み合わせのうち、適当な

ものはどれか。

① 架橋ポリエチレン管の継手の種類は、EF 継手と ア がある。

② 波状ステンレス鋼管の継手の種類としては、 イ と伸縮可とう式継手がある。

③ 水道用ポリエチレン二層管の継手には、一般的に ウ が用いられる。

④ ダクタイル鋳鉄管の接合形式にはメカニカル継手、プッシュオン継手、 エ の 

3 種類がある。

ア イ ウ エ

⑴ TS 継手 ろう付・はんだ付継手 熱融着継手 管端防食形継手

⑵ メカニカル式継手 プレス式継手 金属継手 管端防食形継手

⑶ TS 継手 プレス式継手 金属継手 管端防食形継手

⑷ TS 継手 ろう付・はんだ付継手 熱融着継手 フランジ継手

⑸ メカニカル式継手 プレス式継手 金属継手 フランジ継手

3

問題　44 給水用具に関する次の記述の 内に入る語句の組み合わせのうち、適当なものは

どれか。

① ア は、個々に独立して作動する第 1 逆止弁と第 2 逆止弁が組み込まれている。

各逆止弁はテストコックによって、個々に性能チェックを行うことができる。

② イ は、弁体が弁箱又は蓋に設けられたガイドによって弁座に対し垂直に作動し、

弁体の自重で閉止の位置に戻る構造の逆止弁である。

③ ウ は、独立して作動する第 1 逆止弁と第 2 逆止弁との間に一次側との差圧で作

動する逃し弁を備えた中間室からなり、逆止弁が正常に作動しない場合、逃し弁が開いて

排水し、空気層を形成することによって逆流を防止する構造の逆流防止器である。

④ エ は、弁体がヒンジピンを支点として自重で弁座面に圧着し、通水時に弁体が

押し開かれ、逆圧によって自動的に閉止する構造の逆止弁である。

ア イ ウ エ

⑴ 複式逆止弁 リフト式逆止弁 中間室大気開放型逆流防止器 スイング式逆止弁

⑵ 二重式逆流防止器 リフト式逆止弁 減圧式逆流防止器 スイング式逆止弁

⑶ 複式逆止弁 自重式逆止弁 減圧式逆流防止器 単式逆止弁

⑷ 二重式逆流防止器 リフト式逆止弁 中間室大気開放型逆流防止器 単式逆止弁

⑸ 二重式逆流防止器 自重式逆止弁 中間室大気開放型逆流防止器 単式逆止弁
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問題　45 給水用具に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ ホース接続型水栓は、ホース接続した場合に吐水口空間が確保されない可能性があるた
め、水栓本体内にばね等の有効な逆流防止機能を持つ逆止弁を内蔵したものになっている。

⑵ 大便器洗浄弁は、大便器の洗浄に用いる給水用具であり、また、洗浄管を介して大便器
に直結されるため、瞬間的に多量の水を必要とするので配管は口径 25 mm 以上としなけ
ればならない。

⑶ 不凍栓類は、配管の途中に設置し、流入側配管の水を地中に排出して凍結を防止する給
水用具であり、不凍給水栓、不凍水抜栓、不凍水栓柱、不凍バルブ等がある。

⑷ 水道用コンセントは、洗濯機、自動食器洗い機等との接続に用いる水栓で、通常の水栓
のように壁から出っ張らないので邪魔にならず、使用するときだけホースをつなげればよ
いので空間を有効に利用することができる。

問題　46 給水用具に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア ボールタップは、フロート（浮玉）の上下によって自動的に弁を開閉する構造になってお
り、水洗便器のロータンク用や、受水槽用の水を一定量貯める給水用具である。

イ ダイヤフラム式ボールタップの機構は、圧力室内部の圧力変化を利用しダイヤフラムを
動かすことにより吐水、止水を行うもので、給水圧力による止水位の変動が大きい。

ウ 止水栓は、給水の開始、中止及び給水装置の修理その他の目的で給水を制限又は停止す
るために使用する給水用具である。

エ 甲形止水栓は、止水部が吊りこま構造であり、弁部の構造から流れが S 字形となるた
め損失水頭が大きい。

ア イ ウ エ
⑴  誤 正 誤 正
⑵  誤 誤 正 正
⑶  正 正 誤 誤
⑷  正 誤 正 誤
⑸  誤 正 正 誤
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問題　47 給水用具に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 定流量弁は、ハンドルの目盛りを必要な水量にセットすることにより、指定した量に達

すると自動的に吐水を停止する給水用具である。

イ 安全弁（逃し弁）は、設置した給水管路や貯湯湯沸器の水圧が設定圧力よりも上昇すると、

給水管路等の給水用具を保護するために弁体が自動的に開いて過剰圧力を逃す。

ウ シングルレバー式の混合水栓は、 1 本のレバーハンドルで吐水・止水、吐水量の調整、

吐水温度の調整ができる。

エ サーモスタット式の混合水栓は、湯側・水側の 2 つのハンドルを操作し、吐水・止水、

吐水量の調整、吐水温度の調整ができる。

ア イ ウ エ

⑴  誤 正 誤 正

⑵  誤 誤 正 正

⑶  正 誤 誤 正

⑷  正 誤 正 誤

⑸  誤 正 正 誤

6

問題　48 湯沸器に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 貯蔵湯沸器は、ボールタップを備えた器内の容器に貯水した水を、一定温度に加熱して

給湯するもので、水圧がかからないため湯沸器設置場所でしかお湯を使うことができない。

イ 貯湯湯沸器は、排気する高温の燃焼ガスを再利用し、水を潜熱で温めた後に従来の一次

熱交換器で加温して温水を作り出す、高い熱効率を実現した給湯器である。

ウ 瞬間湯沸器は、器内の熱交換器で熱交換を行うもので、水が熱交換器を通過する間にガ

スバーナ等で加熱する構造で、元止め式のものと先止め式のものがある。

エ 太陽熱利用貯湯湯沸器は、一般用貯湯湯沸器を本体とし、太陽集熱器に集熱された太陽

熱を主たる熱源として、水を加熱し給湯する給水用具である。

ア イ ウ エ

⑴  誤 誤 正 誤

⑵  正 誤 誤 正

⑶  正 誤 正 正

⑷  誤 正 正 誤

⑸  正 正 誤 正

問題　49 自然冷媒ヒートポンプ給湯機に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 送風機で取り込んだ空気の熱を冷媒（二酸化炭素）が吸収する。

⑵ 熱を吸収した冷媒が、コンプレッサで圧縮されることにより高温・高圧となる。

⑶ 高温となった冷媒の熱を、熱交換器内に引き込んだ水に伝えてお湯を沸かす。

⑷ お湯を沸かした後、冷媒は膨張弁で低温・低圧に戻され、再び熱を吸収しやすい状態に

なる。

⑸ 基本的な機能・構造は貯湯湯沸器と同じであるため、労働安全衛生法施行令に定めるボ

イラーである。



Vol.22  No.1  2021. 冬季（新年）号 ●

●
き
ゅ
う
す
い
工
事

54

6
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スバーナ等で加熱する構造で、元止め式のものと先止め式のものがある。

エ 太陽熱利用貯湯湯沸器は、一般用貯湯湯沸器を本体とし、太陽集熱器に集熱された太陽

熱を主たる熱源として、水を加熱し給湯する給水用具である。

ア イ ウ エ

⑴  誤 誤 正 誤

⑵  正 誤 誤 正

⑶  正 誤 正 正

⑷  誤 正 正 誤

⑸  正 正 誤 正

問題　49 自然冷媒ヒートポンプ給湯機に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 送風機で取り込んだ空気の熱を冷媒（二酸化炭素）が吸収する。

⑵ 熱を吸収した冷媒が、コンプレッサで圧縮されることにより高温・高圧となる。

⑶ 高温となった冷媒の熱を、熱交換器内に引き込んだ水に伝えてお湯を沸かす。

⑷ お湯を沸かした後、冷媒は膨張弁で低温・低圧に戻され、再び熱を吸収しやすい状態に

なる。

⑸ 基本的な機能・構造は貯湯湯沸器と同じであるため、労働安全衛生法施行令に定めるボ

イラーである。

7

問題　50 直結加圧形ポンプユニットに関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水道法に基づく給水装置の構造及び材質の基準に適合し、配水管への影響が極めて小さ

く、安定した給水ができるものでなければならない。

⑵ 配水管から直圧で給水できない建築物に、加圧して給水する方式で用いられている。

⑶ 始動・停止による配水管の圧力変動が極小であり、ポンプ運転による配水管の圧力に脈

動が生じないものを用いる。

⑷ 制御盤は、ポンプを可変速するための機能を有し、漏電遮断器、インバーター、ノイズ

制御器具等で構成される。

⑸ 吸込側の圧力が異常に低下した場合には自動停止し、あらかじめ設定された時間を経過

すると、自動復帰し運転を再開する。
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問題　51 給水用具に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 自動販売機は、水道水を冷却又は加熱し、清涼飲料水、茶、コーヒー等を販売する器具

である。水道水は、器具内給水配管、電磁弁を通して、水受けセンサーにより自動的に供

給される。タンク内の水は、目的に応じてポンプにより加工機構へ供給される。

イ ディスポーザ用給水装置は、台所の排水口部に取り付けて生ごみを粉砕するディスポー

ザとセットして使用する器具である。排水口部で粉砕された生ごみを水で排出するために

使用する。

ウ 水撃防止器は、給水装置の管路途中又は末端の器具等から発生する水撃作用を軽減又は

緩和するため、封入空気等をゴム等により自動的に排出し、水撃を緩衝する給水器具であ

る。ベローズ形、エアバック形、ダイヤフラム式、ピストン式等がある。

エ 非常時用貯水槽は、非常時に備えて、天井部・床下部に給水管路に直結した貯水槽を設

ける給水用具である。天井設置用は、重力を利用して簡単に水を取り出すことができ、床

下設置用は、加圧用コンセントにフットポンプ及びホースを接続・加圧し、水を取り出す

ことができる。

ア イ ウ エ

⑴  正 正 誤 正

⑵  正 誤 正 誤

⑶  誤 誤 正 正

⑷  誤 正 正 誤

⑸  正 誤 誤 正
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問題　52 水道メーターに関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水道メーターは、給水装置に取り付け、需要者が使用する水量を積算計量する計量器で

ある。

⑵ 水道メーターの計量水量は、料金算定の基礎となるもので適正な計量が求められること

から、計量法に定める特定計量器の検定に合格したものを設置する。

⑶ 水道メーターの計量方法は、流れている水の流速を測定して流量に換算する流速式と、

水の体積を測定する容積式に分類される。わが国で使用されている水道メーターは、ほと

んどが流速式である。

⑷ 水道メーターは、検定有効期間が 8 年間であるため、その期間内に検定に合格したメー

ターと交換しなければならない。

⑸ 水道メーターは、許容流量範囲を超えて水を流すと、正しい計量ができなくなるおそれ

があるため、メーター一次側に安全弁を設置して流量を許容範囲内に調整する。

10

問題　53 水道メーターに関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア 接線流羽根車式水道メーターは、計量室内に設置された羽根車にノズルから接線方向に

噴射水流を当て、羽根車が回転することにより通過水量を積算表示する構造のものである。

イ 軸流羽根車式水道メーターは、管状の器内に設置された流れに平行な軸を持つ螺旋状の

羽根車が回転することにより積算計量する構造のものである。

ウ 電磁式水道メーターは、水の流れと平行に磁界をかけ、電磁誘導作用により、流れと磁

界に平行な方向に誘起された起電力により流量を測定する器具である。

エ 軸流羽根車式水道メーターのたて形軸流羽根車式は、水の流れがメーター内で迂流する

ため損失水頭が小さい。

ア イ ウ エ

⑴  正 誤 正 誤

⑵  誤 誤 誤 正

⑶  正 正 誤 誤

⑷  正 誤 誤 正

⑸  誤 正 正 正
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問題　54 給水用具の故障と対策に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ ボールタップの水が止まらなかったので原因を調査した。その結果、弁座が損傷してい

たので、ボールタップを取り替えた。

⑵ 湯沸器に故障が発生したが、需要者等が修理することは困難かつ危険であるため、製造

者に依頼して修理を行った。

⑶ ダイヤフラム式定水位弁の水が止まらなかったので原因を調査した。その結果、主弁座

への異物のかみ込みがあったので、主弁の分解と清掃を行った。

⑷ 水栓から不快音があったので原因を調査した。その結果、スピンドルの孔とこま軸の外

径が合わなくがたつきがあったので、スピンドルを取り替えた。

⑸ 大便器洗浄弁で常に大量の水が流出していたので原因を調査した。その結果、逃し弁の

ゴムパッキンが傷んでいたので、ピストンバルブを取り出しパッキンを取り替えた。

12

問題　55 給水用具の故障と対策に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当なものはどれか。

ア ピストン式定水位弁の水が止まらなかったので原因を調査した。その結果、主弁座パッ

キンが摩耗していたので、新品に取り替えた。

イ 大便器洗浄弁の吐水量が少なかったので原因を調査した。その結果、水量調節ねじが閉

め過ぎていたので、水量調節ねじを右に回して吐水量を増やした。

ウ ボールタップ付ロータンクの水が止まらなかったので原因を調査した。その結果、フ

ロート弁の摩耗、損傷のためすき間から水が流れ込んでいたので、分解し清掃した。

エ ダイヤフラム式ボールタップ付ロータンクのタンク内の水位が上がらなかったので原因

を調査した。その結果、排水弁のパッキンが摩耗していたので、排水弁のパッキンを取り

替えた。

ア イ ウ エ

⑴  正 正 誤 誤

⑵  誤 誤 正 正

⑶  正 誤 誤 正

⑷  誤 正 正 誤

⑸  正 誤 正 誤
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給 水 装 置 施 工 管 理 法

問題　56 給水装置工事の工程管理に関する次の記述の 内に入る語句の組み合わせのうち、

適当なものはどれか。

工程管理は、一般的に計画、実施、 ア に大別することができる。計画の段階では、

給水管の切断、加工、接合、給水用具据え付けの順序と方法、建築工事との日程調整、機械

器具及び工事用材料の手配、技術者や配管技能者を含む イ を手配し準備する。工事

は ウ の指導監督のもとで実施する。

ア イ ウ

⑴ 検　査 作業従事者 技能を有する者

⑵ 管　理 作業主任者 技能を有する者

⑶ 管　理 作業主任者 給水装置工事主任技術者

⑷ 管　理 作業従事者 給水装置工事主任技術者

⑸ 検　査 作業主任者 給水装置工事主任技術者

問題　57 給水装置工事における施工管理に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 道路部掘削時の埋戻しに使用する埋戻し土は、水道事業者が定める基準等を満たした材

料であるか検査・確認し、水道事業者の承諾を得たものを使用する。

⑵ 工事着手に先立ち、現場付近の住民に対し、工事の施工について協力が得られるよう、

工事内容の具体的な説明を行う。

⑶ 配水管からの分岐以降水道メーターまでの工事は、あらかじめ水道事業者の承認を受け

た工法、工期その他の工事上の条件に適合するように施工する必要がある。

⑷ 工事の施工に当たり、事故が発生し、又は発生するおそれがある場合は、直ちに必要な

措置を講じた上で、事故の状況及び措置内容を水道事業者及び関係官公署に報告する。

13

給 水 装 置 施 工 管 理 法

問題　56 給水装置工事の工程管理に関する次の記述の 内に入る語句の組み合わせのうち、

適当なものはどれか。

工程管理は、一般的に計画、実施、 ア に大別することができる。計画の段階では、

給水管の切断、加工、接合、給水用具据え付けの順序と方法、建築工事との日程調整、機械

器具及び工事用材料の手配、技術者や配管技能者を含む イ を手配し準備する。工事

は ウ の指導監督のもとで実施する。

ア イ ウ

⑴ 検　査 作業従事者 技能を有する者

⑵ 管　理 作業主任者 技能を有する者

⑶ 管　理 作業主任者 給水装置工事主任技術者

⑷ 管　理 作業従事者 給水装置工事主任技術者

⑸ 検　査 作業主任者 給水装置工事主任技術者

問題　57 給水装置工事における施工管理に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 道路部掘削時の埋戻しに使用する埋戻し土は、水道事業者が定める基準等を満たした材

料であるか検査・確認し、水道事業者の承諾を得たものを使用する。

⑵ 工事着手に先立ち、現場付近の住民に対し、工事の施工について協力が得られるよう、

工事内容の具体的な説明を行う。

⑶ 配水管からの分岐以降水道メーターまでの工事は、あらかじめ水道事業者の承認を受け

た工法、工期その他の工事上の条件に適合するように施工する必要がある。

⑷ 工事の施工に当たり、事故が発生し、又は発生するおそれがある場合は、直ちに必要な

措置を講じた上で、事故の状況及び措置内容を水道事業者及び関係官公署に報告する。



 ● Vol.22  No.1  2021. 冬季（新年）号

●
き
ゅ
う
す
い
工
事

59

14

問題　58 給水装置の品質管理について、穿孔工事後に行う水質確認項目に関する次の組み合わせの

うち、適当なものはどれか。

⑴ 残留塩素、 大腸菌、 水　温、 濁　り、 色

⑵ 残留塩素、 におい、 濁　り、 色、 味

⑶ 残留塩素、 全有機炭素（TOC）、 大腸菌、 水　温、 濁　り

⑷ pH 値、 全有機炭素（TOC）、 水　温、 におい、 色

⑸ pH 値、 大腸菌、 水　温、 におい、 味

問題　59 公道における給水装置工事の安全管理に関する次の記述の正誤の組み合わせのうち、適当

なものはどれか。

ア 工事の施行に当たっては、地下埋設物の有無を十分に調査するとともに、当該道路管理

者に立会いを求めることによってその位置を確認し、埋設物に損傷を与えないよう注意す

る。

イ 工事中、火気に弱い埋設物又は可燃性物質の輸送管等の埋設物に接近する場合は、溶接

機、切断機等火気を伴う機械器具を使用しない。ただし、やむを得ない場合は管轄する消

防署と協議し、保安上必要な措置を講じてから使用する。

ウ 施工従事者の体調管理に留意し、体調不良に起因する事故の防止に努めるとともに、酷

暑期には十分な水分補給と適切な休養を促し、熱中症の予防に努める。

エ 工事施行中の交通保安対策については、当該道路管理者及び所轄警察署長の許可条件及

び指示に基づき、適切な保安施設を設置し、通行車両や通行者の事故防止と円滑な通行の

確保を図らなければならない。

ア イ ウ エ

⑴  正 誤 正 誤

⑵  正 正 誤 正

⑶  誤 正 誤 正

⑷  誤 誤 正 正

⑸  誤 正 誤 誤
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ア イ ウ エ

⑴  正 誤 正 誤

⑵  正 正 誤 正

⑶  誤 正 誤 正

⑷  誤 誤 正 正

⑸  誤 正 誤 誤
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問題　60 建設工事公衆災害防止対策要綱に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 施工者は、仮舗装又は覆工を行う際、やむを得ない理由で周囲の路面と段差が生じた場

合は、10 パーセント以内の勾配ですりつけなければならない。

⑵ 施工者は、歩行者用通路と作業場との境は、移動さくを間隔をあけないように設置し、

又は移動さくの間に安全ロープ等をはってすき間ができないよう設置する等明確に区分し

なければならない。

⑶ 施工者は、通行を制限する場合の標準として、道路の車線が 1 車線となる場合は、その

車道幅員は 3 メートル以上、 2 車線となる場合は、その車道幅員は 5.5 メートル以上確

保する。

⑷ 施工者は、通行を制限する場合、歩行者が安全に通行できるよう車道とは別に幅 0.9

メートル以上、高齢者や車椅子使用者等の通行が想定されない場合は幅 0.75 メートル以

上歩行者用通路を確保しなければならない。

⑸ 施工者は、道路上に作業場を設ける場合は、原則として、交通流に対する背面から工事

車両を出入りさせなければならない。ただし、周囲の状況等によりやむを得ない場合にお

いては、交通流に平行する部分から工事車両を出入りさせることができる。
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学 科 試 験 １
科目名 問題番号 正答番号 科目名 問題番号 正答番号
公衆衛生
概論

問題� 1 1 給水装置
の構造及
び性能

問題�20 4
問題� 2 3 問題�21 2
問題� 3 2 問題�22 4

水道行政 問題� 4 2 問題�23 2
問題� 5 1 問題�24 2
問題� 6 4 問題�25 3
問題� 7 1 問題�26 1
問題� 8 5 問題�27 3
問題� 9 2 問題�28 4

給水装置
工事法

問題�10 1 問題�29 5
問題�11 2 給水装置

計画論
問題�30 3

問題�12 3 問題�31 2
問題�13 3 問題�32 3
問題�14 5 問題�33 4
問題�15 2 問題�34 3
問題�16 4 問題�35 2
問題�17 1 給水装置

工事事務
論

問題�36 1
問題�18 5 問題�37 1

＊問題�19 －
（下記参照）

問題�38 5
問題�39 2
問題�40 4

学 科 試 験 ２
科目名 問題番号 正答番号
給水装置
の概要

問題�41 3
問題�42 4
問題�43 5
問題�44 2
問題�45 3
問題�46 4
問題�47 5
問題�48 3
問題�49 5
問題�50 5
問題�51 1
問題�52 5
問題�53 3
問題�54 4
問題�55 3

給水装置
施工管理
法

問題�56 4
問題�57 1
問題�58 2
問題�59 4
問題�60 1

＊問題 19 について
　※問題 19 は、選択肢（4）の記述にある「10 倍以上」が誤りで、正しくは「4倍以上」
であり、不適当なものとして正答が選択肢（4）としていた。
　一方、選択肢（1）の記述にある「25 倍以上」は、日本ポリエチレンパイプシステム協会
規格 JP　K002：2020「水道用ポリエチレン二層管」を引用し、適当な選択肢としていたが、
日本産業規格 JIS　K6762：2019「水道用ポリエチレン二層管」では、「20 倍以上」となって
おり、これに基づけば不適当な選択肢となる。以上のことから、問題 19 については正答な
しとし、受ݧ者શһΛਖ਼ղの扱いとした。

11

問題　18 消防法の適用を受けるスプリンクラーに関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水道直結式スプリンクラー設備の工事は、水道法に定める給水装置工事として指定給水

装置工事事業者が施工する。

⑵ 災害その他正当な理由によって、一時的な断水や水圧低下等により水道直結式スプリン

クラー設備の性能が十分発揮されない状況が生じても水道事業者に責任がない。

⑶ 湿式配管による水道直結式スプリンクラー設備は、停滞水が生じないよう日常生活にお

いて常時使用する水洗便器や台所水栓等の末端給水栓までの配管途中に設置する。

⑷ 乾式配管による水道直結式スプリンクラー設備は、給水管の分岐から電動弁までの間の

停滞水をできるだけ少なくするため、給水管分岐部と電動弁との間を短くすることが望ま

しい。

⑸ 水道直結式スプリンクラー設備の設置に当たり、分岐する配水管からスプリンクラー

ヘッドまでの水理計算及び給水管、給水用具の選定は、給水装置工事主任技術者が行う。

問題　19 給水管の配管工事に関する次の記述のうち、不適当なものはどれか。

⑴ 水道用ポリエチレン二層管（ 1 種管）の曲げ半径は、管の外径の 25 倍以上とする。

⑵ 水道配水用ポリエチレン管の曲げ半径は、長尺管の場合には外径の 30 倍以上、 5 m 管

と継手を組み合わせて施工の場合には外径の 75 倍以上とする。

⑶ ステンレス鋼鋼管を曲げて配管するとき、継手の挿し込み寸法等を考慮して、曲がりの

始点又は終点からそれぞれ 10 cm 以上の直管部分を確保する。

⑷ ステンレス鋼鋼管を曲げて配管するときの曲げ半径は、管軸線上において、呼び径の

10 倍以上とする。
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࿈çࡌ

ͱԊֵ࢙ྺ

当ࣾは、ত和1�（1�41）年にେࡕのでόルϒ
コッΫ水ખث۩のを։࢝し、そのޙ、ෆஅ水
ذ工๏をՄにしたըظతな「αυル
水ખ」をੈにૹりग़したのをはじめ、水ખ本ମ
をน内内ଂしたચ୕機༻水ખコϯセϯト「ϑ
ϥット」݁給水に対応する信པ性の高い「ݮ
ѹࣜྲྀٯ防止ث」を日本ࠃ内でॳめて・ൢ
ചするなど、ۀ以དྷ、多छ多様なを։発
し、ࢢ場χーζの۩ݱ化に取り組んできました。
また、当ࣾがこれまでに։発したの中に
は、日本نۀ࢈格日本水ಓ協会ن格のج४と
なったが数多くあり、ۀքඪ४として日本
の水ಓ事ۀの発లに寄༩してまいりました。

ཧ೦ۀاཁɾ֓ۀࣄ

当ࣾは、αυル水ખ、止水ખ、ܧखなど
のຒઃ༻給水から給水給౬༻γスςϜ
給水ખまで給水装置をトータルでϥイϯ
Ξッϓしている日本།一のϝーΧーです。
また、近年では、年にわたりഓったܦ験
技術力を׆かし、これまでの水ಓ事ۀのみなら
ず、新たな事ྖۀҬであるۭௐ関連ࢢ場けに、
ྫྷഔಔ༻ϫϯタッνܧख「エϑ�1」エΞー
ࡾ༺γスςϜ「ϥイトエΞー」を
上ࢢしました。これらは、ܦӦ指針である「新
たなϚイϯυで新たなྖҬにνϟϨϯジする」
をضҹに、طଘ事ۀのにとらわれることなく、

ՃՁの高いとはԿかをৗにࡧし、
日ʑڀݚ・։発をੵみ重Ͷることで化にࢸ
りました。これからも։発型のۀاとして、ੵ
。ల։をਐめてまいりますۀతな事ۃ

։ൃͷऔΈ

当ࣾは、։発における重߲目の一つと
して、施工性を掲げており、Կに؆୯に施工
が行えるか、また、そのはͪ࣋ӡびすい
かなど、あらΏるγーϯでの最ద化に取り組ん
でいます。主要なをいくつかご紹介します。
（1�）ू合ॅ͚ͷෳࣜϝータϘοΫεʮΫ
ϫτϩʯ（ࣸਅ2）
ল施工、লスペース、ඒ؍上をコϯセϓト

に։発したです。これまでは෦ごとにϝー
タϘッΫスのઃ置がඞ要でしたが、「Ϋϫトロ」
を༻することで1つのϝータϘッΫスに最େ4
つのྔ水ثがઃ置Մとなり、ϝータϘッΫス
が集できることで、ᶃ۷ۀ࡞の軽ݮと施工
時ؒのॖᶄݕ針時ؒのॖを実ݱしました。
（2�）水道用ポリエチレン管ۚଐܧ手ʮίΞ一体
手ʯ（ࣸਅ�）ܧポリܕ
ナットのకけトルΫをݮすることでۀ࡞

者のෛ୲を軽ݮするとともに、ナットが面に当
たればకけྃとなるため、施工ྃがか
りすいです。

株式会社タブチ

新たなマインドで新たな領域にチャレンジ

ࣸਅ1　ত和��（1���）年11݄ͷ本ࣾ・工場

ࣸਅ2 �ෳࣜϝータϘοΫε
ʮΫϫτϩʯ

ࣸਅ� �水道用ポリエチレ
ン管ۚଐܧ手ʮί
Ξ一体ܕポリܧ手ʯ
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当ࣾは、これらののように、ৗにお٬様
目ઢにཱͪ、施工のしすいものͮくり、ݱ場
に最దなものͮくりに取り組んでいます。

ࣾձ׆ݙߩಈ

当ࣾは、ڥϏジϣϯを「ྲྀମをコϯトロー
ルし、より快దなくらしを」。また、ڥ目ඪを
ᶃ҆৺・҆શなੈքを実ݱするᶄݶりあるݯࢿ
を有ޮ׆༻し、ະདྷつな͙ᶅお٬様とのឺを
ஙくᶆಇきがいのあるͮڥくりとし、水・ۭ
気・Ψスなどのྲྀମをコϯトロールすることを
として、লエω、ল施工、コϯύΫト化な໋
ど「ڥにݙߩできるものͮくり」をਪਐして
おります。
۩ମతな目ඪとしては、「҆৺」・「҆શ」なϥ

イϑϥイϯをߏஙするᯰڧなのల։とし
て、化のࠃ内ग़ՙ数71ສ201）ݸ�年
度実）を150ສݸ（2023年度目ඪ）、また、։
発్上ࠃのग़ՙ数1ສ201）ݸ�年度実
）を5ສݸ（2023年度目ඪ）にするなど、事
続Մな։発目ඪ（4%(T）を࣋ಈを௨じて׆ۀ
続Մな࣋とݱԉし、より快దなくらしの実ࢧ
ࣾ会の発లにݙߩしております。

͓ΘΓʹ

当ࣾは、令和3（2021）年に�0ۀप年を迎え
ます。ত和1�（1�41）年のۀ以དྷ、ز多のࣾ会・
൫をஙいجӦܦのมભをりӽえ、今日のࡁܦ
てきました。
いつの時においても、ࣾ会ߏのม化目

֮ましいスϐーυでਐ化する技術ֵ新のに
りれることなく、ৗにνϟϨϯジਫ਼ਆをͪ࣋、
さらにその先の、100年ۀاを目指し、高質
なのఏڙと୯にϞϊだけではない快ద性を
σβイϯするとともに、「҆৺」・「҆શ」な
をおಧけできるよう、引き続き取り組んでまい
ります。

（��）ビχル管用Մͱ͏ܧ手ʮϜーϒδϣΠンτʯ
（ࣸਅ�）
Ϗχルに接接合Մなল施工ܧखで、最
େʶ� の˃Մとう֯を༴しており、のずれに
対しても؆୯にௐがՄなです。また、Մ
とう性があることで、性にも༏れています。
（��）ू合ॅύΠプγϟϑτ用ʮϝータϢχο
τʯ（ࣸਅ�）
新たにをϦχϡーΞルしたことで、さらに

軽ྔ化とコϯύΫト化をਤり、また、θロエϛッ
γϣϯを考ྀしたとすることで、施工性はも
とよりトータルでの最ద化をਤっています。

（��）αυル水ખ用৯ίΞ（εテンレεε
リーϒ）ૠೖثʮ&(ૠೖثʯ（ࣸਅ�）
防৯コΞ（スςϯϨススϦーϒ）の施工が

ྃするとγϟϑトがಥग़し、施工ྃが目ࢹで
確ೝできるߏとなっています。୭にでも؆୯
に施工ができ、施工質が౷一されることから、
。ධをいただいています

ࣸਅ� �ビχル管用Մͱ͏
手ʮϜーϒδϣܧ
Πンτʯ

ࣸਅ� �ू 合ॅύΠプγϟ
ϑτ用ʮϝータϢχ
οτʯ

ࣸਅ�　�৯ίΞ用（εテンレεεリーϒ）ૠೖث�
ʮ&(ૠೖثʯ



Water
Plumbing

Engineering

Vol.22  No.1  2021. 冬季（新年）号 ●

●
き
ゅ
う
す
い
工
事

64

ྩ̎
給水ஔ工事ओ技術ऀ݁ࢪ࣮ݧࢼՌ

試験実施日　令和２年10月25日（日）
合格者発表日　令和２年11月30日（月）

試験地区 試験地 試験会場 受験票
交付数

有効
受験者数

受験率
（％） 合格者数 合格率

（％）

北 海 道 札 幌 市 札幌コンベンション
センター

552
（108）

470
（93） 85.1 195

（53）
41.5

（57.0）

東 北 仙 台 市 東北学院大学
泉キャンパス

1,315
（273）

1,081
（235） 82.2 447

（131）
41.4

（55.7）

関　 東

川 越 市 東京国際大学
第一キャンパス

927
（166）

781
（144） 84.3

1,657
（427）

44.1
（64.7）

横 浜 市 横浜駅西口
タカシマヤローズホール

460
（0）

393
（0） 85.4

川 崎 市 外語ビジネス
専門学校

344
（0）

285
（0） 82.8

東 京 都
千代田区

東京国際
フォーラム

1,785
（601）

1,518
（516） 85.0

スタンダード会議室
神田店

733
（0）

597
（0） 81.4

東 京 都
品 川 区

スタンダード会議室
五反田ソニー通り店

289
（0）

181
（0） 62.6

中　 部 名古屋市 名古屋市立大学
滝子キャンパス

1,574
（296）

1,310
（263） 83.2 607

（154）
46.3

（58.6）

関　 西 大 阪 市

ホテルシーガル
てんぽーざん大阪

288
（0）

246
（0） 85.4

891
（220）

43.6
（61.6）

ATCホール 2,103
（403）

1,796
（357） 85.4

中国四国 広 島 市 広島工業大学
専門学校

1,154
（236）

989
（208） 85.7 454

（121）
45.9

（58.2）

九　 州 福 岡 市 福岡大学
七隈キャンパス

1,638
（331）

1,376
（286） 84.0 556

（162）
40.4

（56.6）

沖　 縄 那 覇 市 沖縄県市町村
自治会館

256
（60）

215
（52） 84.0 82

（26）
38.1

（50.0）

計 8地区12試験地14会場 13,418
（2,474）

11,238
（2,154） 83.8 4,889

（1,294）
43.5

（60.1）
有効受験者数 :	 有効受験者数とは、令和２年度試験時間割のうち学科試験１(公衆衛生概論、水道行政、給水装置工事法、給水装置の

構造及び性能、給水装置計画論、給水装置工事事務論 )、学科試験２( 給水装置の概要、給水装置施工管理法 ) の全て
の学科試験を受験した者

一部免除者：	１級・２級管工事施工管理技士は、試験科目の一部免除を受けることができる
(　　) 内数字：	一部免除者で内数

財団ニュースᶃ
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財団ニュース②

ྩ�給水ஔ工事ओ技術ऀ͚ͨʹݧࢼ
৽ܕίϩφイϧεײછରࡦͱޙࠓͷల։ʹ͍ͭͯ

当財団では、新型コロナウイルス感染症がྲྀ行する中においても、給水装置工事主任技術者試験の
指定試験機関としての責務を果たすべく、会場確保に奔走するとともに、事前と当日の感染症対策
にສશをظし、10月25日に令和2年度の試験を実施いたしました。ここでは、会場確保感染症対策
の取組みについてご紹介します。

ձͷ֬อ
ྫ年であれば年度໌けには試験会場はほ΅確定をしておりますが、4月7日に緊急事態宣言が発令さ

れたことを受け、一෦のେֶが会場としてར༻できなくなりました。そこで、ସとなる会場の確保
に奔走し、Կとかຽؒの会ٞࣨなどを確保することができましたが、関౦۠ではྫ年༻している
会場よりもنがখさく、会場数が昨年度の3Χॴから�Χॴに増Ճしました。これに伴い試験ಜ
һをはじめとするスタッϑを増һするඞ要がありましたが、昨年度まで一෦Ӧで行っていたઃӦ
をすべてҕୗ化することなどにより対応をਤりました。

ࡦછରײ
当財団の)1に受験者けの文ॻを掲載し、試験当日にݕԹなどのମௐ確ೝを行い、ମௐෆྑ時に

は受験を߇えること、会場内での感染防止にめることなどを要しました。会場では、受験者にՃ
え、試験ಜһスタッϑもؚめて、αーϞάϥϑΟーとඇ接触型ମԹܭによるݕԹを行い、受時
にମԹが37 �5度以Լであることを確ೝしました。また、会場の入ޱにফಟӷをઃ置して、ख指のফಟ
खચいをݺびֻけるとともに、ϚスΫのண༻もݺびかけました。そのほか、֤会場でՄなݶり
ιーγϟルσΟスタϯスにྀした੮置とし、気も行いました。
なお、関౦以֎の۠にग़く当財団のશ৬һに対して、1$3ࠪݕを行い、陰性であることを確ೝ

した上でݣしています。
これらの対策を実施した݁果、11月ࡏݱで受験者、試験ಜһおよびスタッϑから新型コロナウ

イルス感染症の陽性者の発生は確ೝされておらず、ほっとڳをなでおろしたところです。

ͷల։ޙࠓ
新型コロナウイルス感染症の感染者数は11月に入り増େしており、དྷ年度以降も༧அをڐさないঢ়

が続くՄ性があります。当財団は給水装置工事主任技術者試験の指定試験機関として、コロナ禍گ
においても引き続きࠃՈ試験を実施できるよう、今年度の試験で໌らかになった՝題をৼりฦり、ඞ
要なվળを行いながら、དྷ年度以降の試験にܨげてまいりたいと考えています。
݁びに今回の試験の४උ・ӡӦにご協力いただいたすべての方に御礼を申し上げます。にあり

がとうご͟いました。引き続き当財団のӡӦにご協力をࣀりますようお願い申し上げます。
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財団ニュース③

令和ݩ年10月1日にվਖ਼水ಓ๏が施行され、指定給水装置工事事ۀ者の5年ߋ新੍度がಋ入されま
した。それに伴ってߋ新時に、その工事事ۀ者がબ任した給水装置工事主任技術者が、最新の技術
੍度をशಘするためのݚमにࢀՃしたかどうかについて、水ಓ事ۀ者から確ೝがٻめられることにな
りました。
当財団では、これまでも主任技術者を対としたFϥーχϯάγスςϜݚमを行うと同時に、Fϥー

χϯάςΩストٴびֶश果試験問題をຖ年ߋ新することによるݚमの充実、ݚम機会の確保をਤっ
てきましたが、こうした੍度վਖ਼に対応して、令和ݩ年7月からこれまで発行してきた技術者ূの
有ޮؒظを5年とするとともに、技術者ূのߋ新にࡍして、主任技術者に受ߨしていただくશࠃ౷一
తな新たなFϥーχϯάݚमٴびݱݚम会を։࢝しました。
Ӵ生局水ಓ՝௨でࣔされた事߲׆年�月2�日、厚生࿑ಇলҩༀ・生ݩम会の内容は、令和ݚ

（Լઢ）をج本に、さらに当財団内に関係団ମをҕһとする「給水装置工事主任技術者の技術のҡ࣋・
会」をઃ置してఏҊされた主任技術者としてशಘしておくことが望ま౼ݕशに関するߨ上のための
しい߲目をՃし、Լ記のとおりとしています。
（1）水ಓ๏
水ಓ๏の目త、վਖ਼水ಓ๏の֓要について

（2）給水装置工事主任技術者の৬務とׂ
指定給水装置工事事ۀ者੍度、主任技術者のׂについて

（3）給水装置のߏٴびࡐ質
給水装置のߏٴびࡐ質のج४֓要、給水ٴび給水༻۩の性ج४、給水装置のγスςϜج४

について

（4）給水装置の事ނ事ྫと対策技術
対応再発防止についてނ事ྫ、事ނΫロスコωΫγϣϯの事・ذޡ

（5）給水装置工事におけるཹ意事߲
給水の取ग़し・接合のཹ意事߲、ಓ࿏۷工事での事ނ防止、҆શཧについて

（�）給水装置のҡ࣋ཧ
給水装置のނো・ҟৗのݪҼとमસ工事๏について

（7）給水装置ٴび給水装置工事๏に関する最新の技術情報
スϚート水ಓϝーター、౦日本େࡂ給水装置ඃঢ়گௐࠪ報ࠂについて

給水装置主任技術者ݚमݱݚम会における令和2年度の実施༧定（11月ࡏݱ）は表1、令和2年
度の実施݁果（11月ࡏݱ）は表2の௨りです。

給水ஔ工事ओ技術ऀݚमݱ�ݚमձ
ྩ̎ͷ࣮ࢪ༧ఆٴͼ࣮݁ࢪՌʹ͍ͭͯ
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表 1　令和 2年度給水装置工事主任技術者研修�現地研修会�࣮施༧定

（令和2年11月ࡏݱ）

開催都道府県 開催都市 開催日 開催場所
受講者数
（人）

1
ҵݝ

水ࢢށ 令和 ù年 þ月14日（Ր） ΞμストϦΞみとΞϦーナ ç53

2 Ӝࢢ 令和 ù年 þ月17日（ۚ） Ӝۈࢢ࿑者૯合ࢱセϯター
（ϫーΫώルӜ） ç�4

3 ݝ দ本ࢢ 令和 ù年 ÿ月20日（） あずさ会ؗ 110
4 静Ԭݝ ൬ాࢢ 令和 ù年 ÿ月27日（） ཽ༸な͗の会ؗ ç70

5 ݝསࢁ ࢢߕ 令和 ù年 ÿ月2�日（ۚ）
　　　　　　2�日（）ࢁསཱݝ中খۀاਓࡐ։発セϯター 11�

� 静Ԭݝ ࢢ࢜ 令和 ù年 Ā月 ú日（）ྲྀަۀ࢈ࢢ࢜లࣔ場「;じさんϝッセ」 ç�7
7 ҵݝ 取खࢢ 令和 ù年 Ā月 ÿ日（Ր） άϦーϯύϨス　;じしろ ç72
� ݝ形ࢁ ࢢ形ࢁ 令和 ù年 Ā月1�日（ۚ） ま͗んݝຽϗール（େϗール） 527
� ಢݝ େాࢢݪ 令和 ù年10月 þ 日（水） େాݪ۠ެຽؗ ç41
10 ಸྑݝ ಸྑࢢ 令和 ù年10月 ÿ 日（） ϗςル　ϦΨーϨय़日 ç�4
11 ಢݝ Ӊࢢٶ 令和 ù年10月 Ā 日（ۚ） ಢڭݝҭ会ؗখϗール ç��
12 ʏ ʏ 令和 ù年10月12日（月） ʏ ç31
13 ݝෞذ ࢢෞذ 令和 ù年11月 ý 日（ۚ） ઃඋ会ؗݝෞذ ç74
14 ݝ࡚ٶ ࢢ࡚ٶ 令和 ù年11月10日（Ր） 定セϯターݕ技ݝ࡚ٶ ç44

15 ݝࢁ ࢢࢁ 令和 ù年11月10日（Ր）
　　　　　　11日（水） ࢢࢁ工事協同組合 213

1� ݝ࡚ٶ ࢢ 令和 ù年11月11日（水） ࢢ中ԝެຽؗ ç�0
17 ݝլ࣎ ࢢ 令和 ù年11月17日（Ր） ࢢཱࢢຽަྲྀϓϥβେ会ٞࣨ ç2�

表 2　令和 2年度給水装置工事主任技術者研修�現地研修会�࣮施݁Ռ

（令和2年11月ࡏݱ）
開催都道府県 開催都市 開催日 開催場所

1
ݝखؠ

Ֆࢢר 令和 ù年12月 ù 日（水） Ֆࢢר文化会ؗ（中ϗール）
2 Ԟभࢢ 令和 ù年12月 ú 日（） Ԟभࢢ文化会ؗ（;ϗール）లࣔࣨ
3 ࢢ࣊ٱ 令和 ù年12月 û 日（ۚ） ຽମҭؗ（ୈࢢ࣊ٱ 1・ୈ 2会ٞࣨ）
4 ઍ༿ݝ ઍ༿ࢢ 令和 ù年12月24日（） ઍ༿ݝ水ಓ会ؗ
5 ݝլࠤ ࢢլࠤ 令和 ú年 ø月2�日（ۚ） 文化会ؗ（イϕϯトϗール）ࢢլࠤ

� ݝۄ࡛ さいたまࢢ 令和 ú年 ù月1�日（）
　　　　　　1�日（ۚ） 工事会ؗݝۄ࡛ 3階େ会ٞࣨ

7 ݝ ࢢ 令和 ú年 ú月 û日（） ౦෦ড়化セϯター

� ҵݝ 水ࢢށ 令和 ú年 ú月 Ā日（Ր） ΞμストϦΞみとΞϦーナ
（౦ொӡಈެԂମҭؗ多目త会ٞࣨ）
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財団ニュース④

給水ஔ工事技ݕఆձ
ྩ̎ͷ࣮ࢪ༧ఆٴͼ࣮݁ࢪՌʹ͍ͭͯ

当財団は、水ಓ๏施行نଇ3�の2߲でࣔされた「దにۀ࡞を行うことができる技を有する者」
をཆするため、給水装置工事技ݕ定会を։࠵しています。同ݕ定会はֶՊ՝ఔと実技՝ఔで
、のαυル水ખの取け（μΫタイルரమП75NN）しており、実技՝ఔでは有ѹの水ߏ
खಈࣜઠ機による水のذઠٴび給水3छ（ᶃϙϦエνϨϯೋ、ᶄߗ質ϙϦԘ化Ϗ
χル、ᶅߗ質Ԙ化Ϗχルϥイχϯά߯またはスςϯϨス߯߯）のஅ・接合・組ཱに関する技
Ϩϕルを定する「શࠃඪ४ݕ定」を行っています。水ಓ事ۀମが実施した給水装置の技の
実技に関する試験合格者・ߨश会मྃ者などは、実技՝ఔにおける給水のஅ・接合・組ཱのۀ࡞
を໔除し、ذઠのみの受ݕもՄです。
શࠃඪ४ݕ定のほか、水ಓ水༻ϙϦエνϨϯのαυル水ખ（ரమ）の取け・ذઠ
定にؚまれないݕඪ४ࠃશ、「定ݕϙϦエνϨϯ」び༥ண接合に関する技Ϩϕルを定するٴ
内容で、։࠵の要望にͮجくݕ定を行う「ҬΦϓγϣϯݕ定」も行っています。
また、高ີ度ϙϦエνϨϯ（੨ϙϦ）の給水のීٴঢ়گを౿まえて、ैདྷのશࠃඪ४
を、本年度から3年（「定ݕඪ४౷合ࠃશ」、以Լ）定ݕ定を౷合した新たなݕ定とϙϦエνϨϯݕ
ؒのܦ過ા置ؒظをઃけてैདྷのݕ定とฒ行して実施し、令和5年度より「શࠃඪ४౷合ݕ定」に
શにҠ行することをܭըしておりました。しかし、ݕ定会に༻する会場ඞ要なࢿ機ࡐの確保、
దな時ׂؒのઃ定など、「શࠃඪ४౷合ݕ定」をެਖ਼かつ҆શに実施するために解ܾすべき՝題が
あることから、ैདྷのݕ定のみ実施することとし、令和5年度からの「શࠃඪ४౷合ݕ定」のશ
Ҡ行も見ૹることにいたしました。
給水装置工事技ݕ定会における令和2年度の実施༧定（11月ࡏݱ）は表1、令和2年度の実

施݁果（11月ࡏݱ）は表2の௨りです。

（令和2年11月ࡏݱ）
։࠵都道府県 ։࠵都市 ։࠵日 ։࠵場所

1 静Ԭݝ ֻࢢ 令和 ú年 ø月14日（） ֻࢢॴ　େ౦ࢧॴ

2 ಸྑݝ ொࡾ 令和 ú年 ú月14日（日） ಸྑཱݝ高技術ઐߍ

表 1　令和 2年度給水装置工事配管技能検定会�࣮施༧定
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表 2　令和 2年度給水装置工事配管技能検定会�࣮施݁Ռ

（令和2年11月ࡏݱ）

開催都道府県 開催都市 開催日 開催場所
受検者数
（人）

1 ಸྑݝ ொࡾ 令和 ù年 þ月 ü日（日） ಸྑཱݝ高技術ઐߍ ç47

2 େࡕ 和ઘࢢ
令和 ù年 ÿ月2�日（水）
　　　　　　27日（）

େࡕཱೆେࡕ高৬ۀ技術ઐߍ 12�

3 ݝۄ࡛ さいたまࢢ 令和 ù年 Ā月12日（） 工事会ؗݝۄ࡛ ç�1

4 ઍ༿ݝ ઍ༿ࢢ 令和 ù年 Ā月17日（） ઍ༿ݝ水ಓ技術ݚमセϯター ç��

5 新ׁݝ 新ׁࢢ 令和 ù年 Ā月1�日（） 新ׁࢢ水ಓ局水ಓݚमセϯター ç12

� ਆಸݝ ւ໊ࢢ 令和 ù年 Ā月2�日（）ਆಸݝ工事ۀ協同組合「ݝ水会ؗ」 ç51

7 ݝखؠ Ֆࢢר 令和 ù年10月 ù 日（ۚ） Ֆר৬܇ۀ࿅協会 ç3�

� ݝޱࢁ Ӊ෦ࢢ 令和 ù年10月 ú 日（） Ӊ෦工事協同組合会ؗ ç25

� ݝࢁ ࢢࢁ 令和 ù年10月 ÿ 日（） ࢢࢁ工事協同組合会ؗ ç37

10 ւಓ ࢢຈࡳ 令和 ù年10月11日（日） मॴݚ水ಓ局給水技術ࢢຈࡳ ç�5

11 ݝ࡚ٶ ࢢ࡚ٶ 令和 ù年11月 ø 日（日） 水ಓ会࡚ؗٶ ç�0

12 ݝ形ࢁ ࢢ形ࢁ 令和 ù年11月 ü 日（）
上Լ水ಓ施ઃཧセϯターࢢ形ࢁ

技術ݚम施ઃ
ç42

13 ݝլ࣎ େࢢ 令和 ù年11月 þ 日（）
ಠཱ行๏ਓ

高ྸ・োٻ・৬者ࢧ༺ޏԉ機ߏ
ç2�

14 ژ ࢢژ ʏ 上Լ水ಓ局ଠਇிࣷࢢژ ç51

15 ݝౡ ࢢౡ
令和 ù年11月 þ 日（）
　　　　　　 ÿ日（日）

協同組合ۀ指定上Լ水ಓ工事ࢢౡ ç3�

1� 静Ԭݝ 静Ԭࢢ 令和 ù年11月12日（） 静Ԭࢢ上Լ水ಓ局ড়水場 ç53

17 ݝ本۽ ࢢ本۽ 令和 ù年11月2�日（）۽本ࢢ上Լ水ಓ局෦上Լ水ಓセϯター ç31
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給水工事技術振興財団ダイアリー給水工事技術振興財団ダイアリー
（令和２年10月～12月）

10月　2日（金） 給水装置工事配管技能検定会（岩手県花巻市）
花巻職業訓練協会

10月　3日（土） 　　　　　 〃 　 　　　　　（山口県宇部市）
宇部管工事協同組合会館

10月　7日（水） 給水装置工事主任技術者研修 現地研修会（栃木県大田原市）
大田原西地区公民館

10月　8日（木） 給水装置工事配管技能検定会（富山県富山市）
富山市管工事協同組合会館

〃 給水装置工事主任技術者研修 現地研修会（奈良県奈良市）
ホテル　リガーレ春日野

10月　9日（金） 　　　　　　　　��〃��　　　　　　　　 （栃木県宇都宮市）
栃木県教育会館小ホール

10月 11日（日） 給水装置工事配管技能検定会（北海道札幌市）
札幌市水道局給配水技術研修所

10月 12日（月） 給水装置工事主任技術者研修 現地研修会（栃木県宇都宮市）
栃木県教育会館小ホール

10月 25日（日） 令和 2年度　給水装置工事主任技術者試験�
11月　1日（日） 給水装置工事配管技能検定会（宮崎県宮崎市）� 宮崎水道会館
11月　5日（木） 　　　　　　〃　　　　　　 （山形県山形市）

山形市上下水道施設管理センター技術研修施設
11月　6日（金） 給水装置工事主任技術者研修 現地研修会（岐阜県岐阜市）

岐阜県管設備会館
11月　7日（土） 給水装置工事配管技能検定会（滋賀県大津市）

独立行政法人　高齢・障害・求職者雇用支援機構
〃 　　　　　　〃　　　　　　 （京都府京都市）

京都市上下水道局太秦庁舎
〃 　　　　　　〃　　　　　　 （広島県広島市）

広島市指定上下水道工事業協同組合
11月　8日（日） 　　　　　　〃　　　　　　 （　　 〃 　　）

〃 　　　　　　　
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11月 10日（火） 給水装置工事主任技術者研修 現地研修会（富山県富山市）
富山市管工事協同組合会館

〃 　　　　　　　　��〃��　　　　　　　　 （宮崎県宮崎市）
宮崎県技能検定センター

11月 11日（水） 　　　　　　　　��〃��　　　　　　　　 （富山県富山市）
富山市管工事協同組合会館

〃 　　　　　　　　��〃��　　　　　　　　 （宮崎県都城市）
都城市中央公民館

11月 12日（木） 給水装置工事配管技能検定会（静岡県静岡市）
静岡市上下水道局門屋浄水場

11月 13日（金） 令和 2年度 第 2回給水装置工事主任技術者試験委員会
小田急第一生命ビル会議室

11月 17日（火） 給水装置工事主任技術者研修 現地研修会（滋賀県草津市）
草津市立市民交流プラザ大会議室

11月 20日（金） 第 1回埋設給水用ポリエチレン管評価委員会（Web併用）
財団会議室

11月 28日（土） 給水装置工事配管技能検定会（熊本県熊本市）
熊本市上下水道局西部上下水道センター

11月 30日（月） 令和 2年度　給水装置工事主任技術者試験合格発表�
12月　2日（水） 給水装置工事主任技術者研修 現地研修会（岩手県花巻市）

花巻市文化会館（中ホール）
12月　3日（木） 　　　　　　　　��〃��　　　　　　　　 （岩手県奥州市）

奥州市文化会館（Zホール）展示室
12月　4日（金） 　　　　　　　　��〃��　　　　　　　　 （岩手県久慈市）

久慈市民体育館（第 1・第 2会議室）
12月 24日（木） 　　　　　　　　��〃��　　　　　　　　 （千葉県千葉市）

千葉県水道会館
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後
記■新型コロナウイルス感染症は、昨年5

月に緊急事態宣言が解除されて以降は沈
静化したように見えましたが、再び7月頃
から感染者数が増えはじめ、11月には感
染者数、重症者数ともに過去最高を記録するなど、
その猛威は収まりそうにありません。当財団では
コロナ禍においても、給水装置工事主任技術者試
験の指定試験機関としての責務を果たすべく、会
場の確保に奔走すると同時に事前・当日の感染防
止対策を徹底し、去る10月25日に令和2年度の主任
技術者試験を実施することができました。11月30
日に合格発表を行いましたが、その段階で、受験者、
試験関係者から新型コロナウイルス感染症の陽性
者ならびに濃厚接触者は発生しておらず、無事に
試験を実施できたといえるのではないでしょうか。
ご協力いただいたすべての方に御礼を申し上げま
す。本誌の中でも当財団の取組みについて紹介し
ていますので、ご一読いただければ幸いです。
■さて、今号では前号に引き続き4月に発刊した
「給水装置工事技術指針2020」に関する特集を掲

載しています。同指針はお陰様で多くの
方にご購入いただいており、年度内には
増刷する見込みです。
■このほか、発行回数の拡充に伴いタ

イトルを一新した「エッセイ　水鞠（みずまり）」
ですが、これまでは1ページで文字のみの掲載だ
ったものの、文章に関連した写真も掲載したいと
考え、今号から2ページに拡充しました。それに
伴い文字数も増えてしまったのですが、古米先生
には快くご協力いただき、身近な話題でかつ読み
応えのあるエッセイを寄せていただきました。
■発行回数の拡充に合わせて紙面を刷新してから
今号で3号目を迎えます。走りながら内容を固め
てきましたが、そろそろ一つの形が定まりつつあ
ります。ただ、ここがゴールではなく、給水装置
に携わる皆様のためになる、より有益な情報を発
信してまいりたいと考えておりますので、本誌に
関するご意見、ご質問、ご要望などがありました
ら、事務局までお気軽にご連絡いただきますよう
お願いいたします。









WSA 給水システム協会
兼 工 業 株 式 会 社 株 式 会 社 キ ッ ツ  

栗本商事株式会社 株式会社光明製作所  

株 式 会 社 タ ブ チ 株式会社日邦バルブ  

前澤給装工業株式会社 前田バルブ工業株式会社  

株式会社昭和螺旋管製作所 株式会社テクノフレックス  

名古屋バルブ工業株式会社 新 興 弇 栓 株 式 会 社  

給水システム協会 事務局 〒152-0004 東京都目黒区鷹番 2-14-4（前澤給装工業株式会社内）

                         TEL：03-3716-1519 FAX：03-3716-2304  
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